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C O N T E N T S も く じ

　

こ
ん
に
ち
は
市
長
の
塗
木
で
す
。

　

少
し
ず
つ
秋
の
気
配
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

小
中
学
生
や
高
校
生
は
２
学
期

が
始
ま
り
、
朝
夕
に
は
元
気
に
登

下
校
す
る
姿
を
目
に
し
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
信
号
機
の
な
い
横
断
歩

道
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
人
が
い

た
場
合
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
対
応

を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

す
で
に
ご
承
知
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
横
断
歩
道
を
渡
ろ

う
と
し
て
い
る
人
が
い
る
場
合
、

横
断
歩
道
で
は
、
歩
行
者
が
優
先

さ
れ
ま
す
の
で
、
自
動
車
は
横
断

歩
道
の
手
前
で
停
止
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
信
号
の
な
い
横
断
歩
道

の
手
前
に
は
、
多
く
の
場
合
ひ
し

形
の
道
路
標
示
が
描
か
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
、
こ
の
道

路
標
示
を
見
か
け
た
ら
、
減
速

準
備
に
入
り
、
い
つ
で
も
停
ま
れ

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
他
、
交
差
点
や
そ
の
直
近

な
ど
、
横
断
歩
道
が
設
け
ら
れ
て

い
な
い
場
所
で
歩
行
者
が
道
路
を

横
断
し
て
い
る
と
き
も
、
そ
の
通

行
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
よ
う
定

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

運
転
さ
れ
る
方
は
横
断
す
る
歩

行
者
に
接
触
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
れ
か
ら
日
が
暮
れ
る
時
間
も

早
く
な
っ
て
き
ま
す
。
運
転
さ
れ

る
方
は
、
早
め
の
点
灯
を
行
う
な

ど
、
ど
ん
な
場
合
で
も
、
交
通
安

全
を
心
が
け
、
事
故
の
な
い
毎
日

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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市の人口 対前月比

人口 31,560 人 － 30

・男 14,899 人 － 14

・女 16,661 人 － 16

世帯 16,144 世帯 － 12

◎人口と世帯数 � 令和６年８月 31 日現在

◎今月の表紙
南九州市総合防災訓練
　今月の表紙は、９月１日に行われた南
九州市総合防災訓練中の孤立者救出訓練
の様子です。
　この訓練は防災体制の確立を図るとと
もに、市民の防災意識を高めることを目
的としています。当日は、地元の自主防
災組織をはじめ約 400 人が参加し、避難
誘導、水防、救出、消火、炊き出しなど
の訓練が行われました。
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川
辺
町
平
山
に
あ
る
㈱
南
薩
総

合
保
険
の
専
務
を
務
め
る
山

崎
貴
美
子
さ
ん
。
現
在
、
南
九
州
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
の
委
員
長
を
務

め
て
い
ま
す
。

山
崎
さ
ん
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

立
ち
上
げ
に
も
尽
力
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
は
今
年
で
20
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。立

ち
上
げ
の
苦
労
を
聞
く
と
「
ま
ず

は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

い
う
言
葉
を
知
ら
な
い
人
が
多
か
っ

た
。
日
本
は
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
重
き
を

置
い
て
お
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
環
境
が
な
か
な
か
整
っ
て
い
な
い

現
状
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
の
『
み
る
・
す
る
・
支
え
る
』
の
認

知
度
が
低
く
、
地
域
住
民
と
一
緒
に

『
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
』

自
由
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境

づ
く
り
に
苦
労
し
ま
し
た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
育
っ
た
子
が
帰
っ
て
き
て
く

れ
る
。
成
人
し
て
帰
っ
て
き
て
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
だ
っ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
だ
っ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
競

技
団
体
だ
っ
た
り
、
部
活
の
指
導
者

だ
っ
た
り
、
そ
こ
に
入
っ
て
指
導
を
し

て
く
れ
る
。
ク
ラ
ブ
に
き
て
く
れ
て
指

導
を
し
て
く
れ
る
。
そ
う
い
う
循
環
が

で
き
て
い
る
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
を
聞
く
と
、「
い
ろ
ん

な
人
た
ち
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
気
軽
に

親
し
め
て
、
そ
こ
に
来
た
人
た
ち
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
の
場
の
提
供
を
、
形
や
年
齢
に

と
ら
わ
れ
ず
、
誰
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
め
る
場
の
提
供
を
作
っ
て

い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

山
崎
さ
ん
の
趣
味
は
ゴ
ル
フ
。
旦
那

さ
ん
と
一
緒
に
月
２
回
程
度
楽
し
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
山
崎
さ
ん
の
ご
活
躍

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

山
やま

崎
さき

　貴
き

美
み

子
こ

 さん（65）

［㈱南薩総合保険］

南 九 州 市

m i n a  h i t o 　 v o l . 6

このコーナーは、南九州市内に住み、さまざまな活動をしている人を紹介します。

南九州スポーツクラブ 20 周年記念式典で
あいさつする山崎さん
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「
公
共
交
通
機
関
」
に
つ
い
て

考
え
る

市
内
に
は
、
Ｊ
Ｒ
指
宿
枕
崎
線
、
路
線
バ
ス
、

民
間
タ
ク
シ
ー
の
ほ
か
、
自
治
体
で
運
営
し
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ひ
ま
わ
り
バ
ス
」
や
予

約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
ひ
ま
わ
り
タ
ク
シ
ー
・
新

ひ
ま
わ
り
タ
ク
シ
ー
」
が
走
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
公
共
交
通
機
関
は
、
通
勤
、
通
学
、

買
い
物
、
通
院
な
ど
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
特
に
自
家
用
車

や
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
子
ど
も
や
高
齢
者

の
方
々
の
外
出
を
お
手
伝
い
で
き
る
移
動
手
段
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
や
自
動
車
の
普
及

な
ど
に
よ
り
利
用
者
が
減
少
し
、「
走
っ
て
い
る

こ
と
が
当
た
り
前
」
と
い
う
状
況
で
は
な
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
回
、
市
内
を
走
る
公
共
交
通
機
関
の
紹
介
と

現
状
を
お
知
ら
せ
し
な
が
ら
、
市
民
で
あ
る
私
た

ち
自
身
が
公
共
交
通
機
関
の
継
続
的
な
利
用
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
！

公
共
交
通
で
行
こ
う
！

公
共
交
通
で
行
こ
う
！
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市
内
を
走
っ
て
い
る
公
共
交
通

機
関
を
ご
存
じ
で
す
か
？

Ｊ
Ｒ
指
宿
枕
崎
線

昨
年
の
10
月

21
日
に
全
線
開

業
60
周
年
を
迎

え
た
Ｊ
Ｒ
指
宿

枕
崎
線
は
海
岸

線
に
沿
っ
て

走
っ
て
お
り
、

鹿
児
島
中
央
駅

か
ら
枕
崎
駅
を

結
ん
で
い
ま
す
。

市
内
に
は
８
カ
所
の
駅
（
頴
娃
駅
、
西

頴
娃
駅
、
御
領
駅
、
石
垣
駅
、
水
成
川
駅
、

頴
娃
大
川
駅
、
松
ヶ
浦
駅
、
薩
摩
塩
屋
駅
）

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
西
頴

娃
駅
の
み
が
有
人
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス

市
内
を
走
る
路
線
バ
ス
は
全
て
鹿
児
島

交
通
㈱
が
運
行
し
て
お
り
、
全
部
で
10
系

統
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
日
本
で
初
め
て
バ
ス
が
運
行
さ

れ
て
か
ら
１
２
０
年
と
い
う
節
目
の
年
で

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
路
線
バ
ス
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
運
転
手
不
足
や
労
働
時
間
の

規
制
に
よ
っ
て
運
行
維
持
が
難
し
く
、
市

内
の
平
日
運
行
便
数
は
２
年
前
の
同
じ
時

期
と
比
較
し
、
３
割
の
減
便
と
な
っ
て
い

ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

ひ
ま
わ
り
バ
ス

平
成
21
年
９
月
か
ら
運
行
を
開
始
し
た

ひ
ま
わ
り
バ
ス
は
今
年
で
15
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
ひ
ま
わ
り
バ
ス
は
、
市
内
の
公

共
交
通
空
白
地
域
・
不
便
地
域
を
解
消
す

た
め
に
、
各
地
区
の
拠
点
を
結
ぶ
「
拠
点

間
バ
ス
（
２
系
統
）」
と
地
域
内
の
通
院
・

買
い
物
・
温
泉
施
設
な
ど
の
日
常
生
活
に

必
要
な
行
動
を
支
援
す
る
「
生
活
交
通
バ

ス
（
28
系
統
）」
の
２
種
類
を
運
行
し
て

い
ま
す
。

料
金
は
全
区
間
一
律
で
、
大
人
（
高
校

生
以
上
）
１
０
０
円
、
小
・
中
学
生
50
円
、

未
就
学
児
と
障
が
い
者
は
無
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
バ
ス
の

詳
細
に
つ
い
て
は
コ
チ
ラ

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

ひ
ま
わ
り
タ
ク
シ
ー

新
ひ
ま
わ
り
タ
ク
シ
ー

自
宅
か
ら
バ
ス
停
ま
で
を
往
復
す
る

「
ひ
ま
わ
り
タ
ク
シ
ー
」
は
、
令
和
元
年

10
月
か
ら
運
行
を
開
始
し
、
現
在
は
４
系

統
（
頴
娃
地
域
１
系
統
、
知
覧
地
域
２
系

統
、
川
辺
地
域
１
系
統
）
を
運
行
し
て
い

ま
す
。

令
和
６
年
10
月
か
ら
は
、
自
宅
か
ら
目

的
地
ま
で
を
往
復
す
る
「
新
ひ
ま
わ
り
タ

ク
シ
ー
」
を
３
系
統
（
御
領
地
区
１
系
統
、

塩
屋
・
南
別
府
地
区
１
系
統
、
本
別
府
・

高
田
地
区
１
系
統
）
を
本
格
運
行
し
ま
す
。

新
ひ
ま
わ
り
タ
ク
シ
ー
は
事
前
に
利
用

者
登
録
を
行
い
、
便
ご
と
に
指
定
さ
れ
た

時
間
ま
で
に
指
定
の
事
業
者
ま
で
予
約
の

連
絡
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

新
ひ
ま
わ
り
タ
ク
シ
ー
の

詳
細
に
つ
い
て
は
コ
チ
ラ

民
間
タ
ク
シ
ー

一
般
社
団
法
人
鹿
児
島
県
タ
ク
シ
ー
協

会
に
所
属
し
て
い
る
市
内
の
タ
ク
シ
ー
事

業
者
は
４
社
あ
り
、
タ
ク
シ
ー
車
両
は
特

大
車
（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
）
10
台
、
普

通
車
25
台
の
計
35
台
で
す
。

タ
ク
シ
ー
事
業
所
一
覧
は

コ
チ
ラ

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

何
だ
ろ
う
？

公
共
交
通
機
関
の
現
状

公
共
交
通
機
関
は
ど
の
交
通
機
関
に
限

ら
ず
開
業
時
よ
り
利
用
者
数
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
が
利
用
さ
れ
な

く
な
れ
ば
、
便
数
が
見
直
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
利
便
性
が

悪
く
な
り
、
さ
ら
に
利
用
者
が
減
少
し
て

し
ま
う
と
い
っ
た
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥

り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
た
め
に

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
、
守
り
育
て
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
公
共
交
通
機
関
を

活
用
し
た
旅
行
プ
ラ
ン
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
南
薩
エ
リ
ア
を
の
ん
び

り
旅
行
し
て
、
地
域
の
公
共
交
通
機
関
に

貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◀

全線開業当時の西頴娃駅周辺の写真
出典：青屋 昌興 ほか　『南薩の昭和』樹林舎、2013

YouTube

・
鹿
児
島
公
式
チ
ャ

ン
ネ
ル
「
最
南
端
か
ら
未
来
へ
走

れ
！
Ｊ
Ｒ
指
宿
枕
崎
線
全
線
開
業

60
周
年
！
」
を
チ
ェ
ッ
ク

交通機関
利用者数（単位：人） 比較

★開業時／☆ピーク時 令和４年度 令和５年度 開業時 令和４年度

JR 指宿枕崎線 942 ★（昭和 62 年度） 220 222 -76% +1%

ひまわりバス 58,363 ☆（平成 21 年度） 26,469 22,935 -61% -13%

※ �JR 指宿枕崎線：指宿駅～枕崎駅間の一日当たりの平均通過人員（１日１km あたりの
平均輸送量）

※�ひまわりバスには、予約型乗合タクシー「ひまわりタクシー・新ひまわりタクシー」
を含む。
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入
野
駅

枕崎駅

marukawaホール
（川辺文化会館）

指宿駅

山川駅

大山駅

西大山駅
薩
摩
川
尻
駅

東
開
聞
駅

開
聞
駅

二月田駅

宮ケ浜駅

薩摩今和泉駅

生見駅

前之浜駅

喜入駅

中名駅

薩
摩
板
敷
駅 白

沢
駅

薩
摩
塩
屋
駅

松
ケ
浦
駅

頴
娃
大
川
駅

水
成
川
駅

石
垣
駅 御

領
駅

頴娃高校

頴娃駅

▲タノカミステーション
１階はカフェ＆ビール工場
２階はテレワークスペース

▲国鉄カラー
車内に♡の吊革！

▲南溟館　枕崎駅から徒歩５分にある美術館で、小高
い丘の上にあるため、枕崎市街地や東シナ海を一望で
きます。

ひ
ま
わ
り
バ
ス

（
頴
娃
〜
川
辺
線
）

お知らせ
１　ひまわりバスの一部ルートを変更します
　中松バス停（タイヨー知覧店前）が位置する道路は、道路
幅が狭く事故の危険性が高いことから、該当系統（※）につ
いて、農協前バス停を通り、知覧石油の交差点で曲がり、保
健センターバス停を通るルートに変更します。それに伴い、
中松バス停を廃止し、農協前バス停を新設します。
※拠点間バス（番所鼻公園～知覧線）
　知覧①（木床・上郡上線）　知覧②（後岳・手蓑線）
　知覧③（厚地・河上線）　　知覧④（下郡・打出口線）
　知覧⑤（峯苫・平久保線）　知覧⑥（二ツ谷・堤之原線）
　知覧⑦（高星・林川線）　　知覧⑧（加治佐・松村線）
　知覧⑨（飯野・横峯線）

２　温泉センターバス
　　停を廃止します
　知覧温泉センターが今年
３月に閉館となったこと
と、約100m先に弓道場前
バス停があることから、温
泉センターバス停を廃止し
ます。

7：30　文化会館発

8：48　西頴娃駅発

9：29　指宿駅着

13：27　指宿駅発

13：47　西大山駅通過

14：49　枕崎駅着

●パターン1
15：00　枕崎発
15：32　川辺着

J
R
指
宿
枕
崎
線

J
R
指
宿
枕
崎
線

～～～～～指宿市滞在～～～～～

鹿
児
島
交
通
路
線
バ
ス

（
枕
崎
〜
川
辺
〜
鹿
児
島
）

17：00　枕崎発
17：32　川辺着

●パターン2　枕崎市滞在

▲平日は駅員さんが在中していて、
　手書き切符の販売をしています。
　記念スタンプあり!

▲いぶたまポスト、足湯、いぶりん（レンタサイクル）有
（→知林ヶ島（自転車で15分）またはイーブイマンホール巡り）

（途中停車のチャンス）
▶JRの日本最南端の駅

本土最南端の始発・終着駅

南薩プチ旅行
（ひまわりバス×JR指宿枕崎線×路線バス）

公共交通機関を使って

指宿IBUSUKI

START

GOAL

枕崎 西頴娃駅MAKURAZAKI NISHI-EI

8：16　頴娃高校前着
（駅まで徒歩1分）

START
GOAL 公共交通機関を利用しよう！

西頴娃駅
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入
野
駅

枕崎駅

marukawaホール
（川辺文化会館）

指宿駅

山川駅

大山駅

西大山駅
薩
摩
川
尻
駅

東
開
聞
駅

開
聞
駅

二月田駅

宮ケ浜駅

薩摩今和泉駅

生見駅

前之浜駅

喜入駅

中名駅

薩
摩
板
敷
駅 白

沢
駅

薩
摩
塩
屋
駅

松
ケ
浦
駅

頴
娃
大
川
駅

水
成
川
駅

石
垣
駅 御

領
駅

頴娃高校

頴娃駅

▲タノカミステーション
１階はカフェ＆ビール工場
２階はテレワークスペース

▲国鉄カラー
車内に♡の吊革！

▲南溟館　枕崎駅から徒歩５分にある美術館で、小高
い丘の上にあるため、枕崎市街地や東シナ海を一望で
きます。

ひ
ま
わ
り
バ
ス

（
頴
娃
〜
川
辺
線
）

お知らせ
１　ひまわりバスの一部ルートを変更します
　中松バス停（タイヨー知覧店前）が位置する道路は、道路
幅が狭く事故の危険性が高いことから、該当系統（※）につ
いて、農協前バス停を通り、知覧石油の交差点で曲がり、保
健センターバス停を通るルートに変更します。それに伴い、
中松バス停を廃止し、農協前バス停を新設します。
※拠点間バス（番所鼻公園～知覧線）
　知覧①（木床・上郡上線）　知覧②（後岳・手蓑線）
　知覧③（厚地・河上線）　　知覧④（下郡・打出口線）
　知覧⑤（峯苫・平久保線）　知覧⑥（二ツ谷・堤之原線）
　知覧⑦（高星・林川線）　　知覧⑧（加治佐・松村線）
　知覧⑨（飯野・横峯線）

２　温泉センターバス
　　停を廃止します
　知覧温泉センターが今年
３月に閉館となったこと
と、約100m先に弓道場前
バス停があることから、温
泉センターバス停を廃止し
ます。

7：30　文化会館発

8：48　西頴娃駅発

9：29　指宿駅着

13：27　指宿駅発

13：47　西大山駅通過

14：49　枕崎駅着

●パターン1
15：00　枕崎発
15：32　川辺着

J
R
指
宿
枕
崎
線

J
R
指
宿
枕
崎
線

～～～～～指宿市滞在～～～～～

鹿
児
島
交
通
路
線
バ
ス

（
枕
崎
〜
川
辺
〜
鹿
児
島
）

17：00　枕崎発
17：32　川辺着

●パターン2　枕崎市滞在

▲平日は駅員さんが在中していて、
　手書き切符の販売をしています。
　記念スタンプあり!

▲いぶたまポスト、足湯、いぶりん（レンタサイクル）有
（→知林ヶ島（自転車で15分）またはイーブイマンホール巡り）

（途中停車のチャンス）
▶JRの日本最南端の駅

本土最南端の始発・終着駅

南薩プチ旅行
（ひまわりバス×JR指宿枕崎線×路線バス）

公共交通機関を使って

指宿IBUSUKI

START

GOAL

枕崎 西頴娃駅MAKURAZAKI NISHI-EI

8：16　頴娃高校前着
（駅まで徒歩1分）

START
GOAL 公共交通機関を利用しよう！

西頴娃駅

　社会見学活動や健康づくり活動などにおい
て、JR 指宿枕崎線の枕崎駅から指宿駅までの
区間を利用する、児童生徒などおよび保護者な
どの引率者、高齢者の乗車運賃の半額（学校行
事は全額）を補助します。
※運賃領収証の写しが必要です。
　補助金の交付を希望する団体な
どは、担当係へご相談ください。

JR 指宿枕崎線でお得な列車体験！
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新庁舎建設地近隣住民説明会の開催
　令和６年８月 27 日に新庁舎建設地の近隣自治会の皆さまに向けて説明会を実施しました。説明会
では、工事の概要とスケジュールなどについて説明をしました。

新庁舎建設だより ６

■事業期間　　　　　令和６年９月から令和８年３月予定
■作業日及び休日　　（原則）月曜日〜⼟曜日通常作業　日曜日のみ休み　※働き方改革に伴い変動
■作業時間　　　　　（原則）８時 00分から 18時 00分
※鉄骨建て方、コンクリート打設作業など、中断が難しい一部工程については上記の限りではありません。

工事は安全第一で進めてまいります。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

2024年（令和6年） 2025年（令和7年） 2026年（令和8年）

杭工事 基礎工事 地上本体工事 外構工事

内・外装仕上げ工事 引越・開庁準備

3月 4月 5月

仮
設
事
務
所

仮
囲
い
設
置

開
庁
予
定

9月 10月 11月 12月 1月 2月3月 4月 5月 6月 7月 8月9月 10月 11月 12月 １月 2月

工事の概要とスケジュールについて

仮設計画および安全対策について
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　国内の茶産地が名誉と威信をかけた第78回全国茶品評会の
審査会が静岡県静岡市の静岡茶市場で行われ、品質が最も優
れている産地に贈られる「産地賞」を5年連続受賞しました。　
　個人の部においても（有）前原製茶 前原翔太さんが1等1席
最高賞の「農林水産大臣賞」に輝いたほか、（株）枦川製茶が
1等2席の「農林水産省農産局長賞」を受賞しました。さらに、
令和６年度鹿児島県茶品評会普通煎茶の部で（農）新陽茶生
産組合が第１位の「農林水産大臣賞」を受賞し、以下上位独
占と「産地賞」に輝きました。
　授賞式は全国が11月２日に静岡県浜松市で開催される全国
お茶まつり式典、県が来
年２月21日鹿児島市で
開催される県茶業振興大
会式典でそれぞれ執り行
われます。今年は、「産
地賞」と「農林水産大臣
賞」のW受賞に輝き、質・
量兼ね備えた日本一の産
地をＰＲできました。

全国茶品評会「産地賞」５連覇！（連続受賞記録更新）
県茶品評会「産地賞」および個人賞上位独占！

「農林水産大臣賞」とW受賞！！

将
来
の
夢
や
目
標
、
方
向
性
な
ど
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

美
味
し
い
お
茶
を
作
る
こ
と
を
根
底
に
、

茶
園
面
積
の
拡
大
や
輸
出
向
け
の
茶
園
管
理
、

製
造
ラ
イ
ン
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
で
規
模
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
ま
た
国
内
外
の
消
費
者
と
向
き
合
っ

た
商
品
を
提
供
し
、
販
路
拡
大
を
目
指
し
た

い
で
す
。

日
々
の
取
り
組
み
の
中
で
苦
労
し
て
い

る
事
や
新
し
い
発
見
、
楽
し
い
こ
と
な

ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
の
気
候
の
違
い
が
、
お
茶
の
適
期
摘

採
の
見
極
め
を
難
し
く
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
今
年
の
1
番
茶
時
期
は
天
候
に
恵
ま
れ

な
い
日
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
最
適

解
を
見
つ
け
る
作
業
は
身
を
削
る
思
い
で
し

た
が
、
出
来
栄
え
の
い
い
お
茶
が
で
き
た
時

の
喜
び
は
、
他
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
ま
た
個
人
的
に
五
感

で
発
見
し
た
こ
と
を
数
値
化
し
、
そ
れ
を
ま

と
め
、
来
年
の
お
茶
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

受
賞
が
決
ま
っ
た
時
の
気
持
ち
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
度
、
第
七
十
八
回
全
国
茶
品
評
会
に

お
い
て
、
栄
え
あ
る
一
等
一
席
「
農
林
水
産

大
臣
賞
」
を
受
賞
で
き
ま
し
た
こ
と
を
家
族
、

従
業
員
一
同
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

ま
た
同
時
に
知
覧
銘
茶
研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
が
受
賞
し
、
さ
ら
に
南
九
州
市
が
5
年

連
続
「
産
地
賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
、
市
に

貢
献
で
き
た
こ
と
も
喜
ば
し
い
で
す
。
こ
れ

も
知
覧
銘
茶
研
究
会
の
仲
間
や
地
域
の
皆
さ

ま
、
各
茶
業
関
係
機
関
の
ご
指
導
と
全
面
的

な
応
援
体
制
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
深
く
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

前
原
製
茶
は
創
業
し
て
今
年
で
58
年
を
迎

え
ま
す
。
知
覧
の
南
部
に
位
置
し
、
区
画
整

理
さ
れ
た
比
較
的
平
た
い
茶
園
が
多
い
と
こ

ろ
で
す
。
そ
こ
で
親
子
三
代
で
歩
み
、
つ
な

い
だ
会
社
で
、
今
回
の
受
賞
は
初
め
て
の
快

挙
で
し
た
。
現
社
長
の
前
原
博
法
（
父
）
を

中
心
に
、
従
業
員
一
同
で
取
り
組
ん
だ
茶
園

管
理
体
制
が
今
回
の
結
果
に
結
び
つ
い
た
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
亡
き
祖
父
へ
報
告
が
で

き
た
こ
と
が
、
何
よ
り
も
嬉
し
い
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
受
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う

に
一
層
の
努
力
を
重
ね
、
地
域
茶
業
振
興
の

発
展
と
「
知
覧
茶
」
ブ
ラ
ン
ド
の
飛
躍
を
願

い
な
が
ら
日
々
精
進
し
ま
す
。

全
国
茶
品
評
会
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
前
原
翔
太
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

全国茶品評会　
普通煎茶 10㎏
１等　�農林水産大臣賞　（有）前原製茶 前原翔太
　　　農林水産省局長賞　（株）枦川製茶
２等　�（農）菊永茶生産組合、お茶の輝保園、
　　　（農）松山茶生産組合、（有）マルマサ製茶
３等　�（有）宮原光製茶 宮原健、
　　　（農）大隣岳茶生産組合、福田緑香園
普通煎茶４㎏普通煎茶４㎏
３等　（農）菊永茶生産組合

鹿児島県茶品評会鹿児島県茶品評会
普通煎茶普通煎茶
１等　農林水産大臣賞　（農）新陽茶生産組合

九州農政局長賞　（株）一文
鹿児島県知事賞　　川原製茶
全国茶生産連会長賞（有）下窪勲製茶
県経済連会長賞　（有）満永製茶
県茶生産協会長賞（農）青戸茶生産組合
県茶商協理事長賞（株）製茶工房ちらみ

２等　嶽製茶
全国茶品評会農林水産大臣賞を受賞した
（有）前原製茶の皆さん（敬称略）
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　市民の皆さんの声を聴くために募集しました「市長へのメッ
セージ」は、多くの方から投稿がありました。ご意見、ご提
案いただいたメッセージの中から、広く市民の皆さんにお知ら
せしたいメッセージの回答を掲載します。

　

若
者
の
移
住
・
定
住
に
つ
い
て
は
、

本
市
に
と
り
ま
し
て
も
重
要
な
課
題
と

し
て
と
ら
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を

展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
住
み
や

す
い
町
と
し
て
の
効
果
的
な
支
援
策
を

若
い
人
た
ち
の
目
線
か
ら
提
案
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
予
算
の
関
係
も
あ
り
ま

す
が
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
の
で
、
ア
イ
デ
ア
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
ぜ
ひ
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　

現
在
の
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、　

２
０
２
４
年
度
問
題
に
よ
る
物
流
・
運

輸
業
界
に
お
け
る
運
転
士
不
足
の
問
題

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
課
題
に

向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
で
あ
っ
た

日
常
の
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
に
つ
い
て

見
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
迫
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

地
域
が
何
を
求
め
何
が
必
要
で
あ
る

か
を
把
握
し
、
運
行
す
る
交
通
事
業
者

に
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｚ
へ
の
ひ
ま
わ
り
バ
ス
の
乗
り
入

れ
に
関
し
ま
し
て
は
、
デ
マ
ン
ド
ひ
ま

わ
り
タ
ク
シ
ー
（
ご
希
望
に
よ
り
タ
ク

シ
ー
を
運
行
）
で
、
乗
り
入
れ
が
で
き

な
い
か
関
係
者
と
の
調
整
を
行
い
、
一

部
地
域
で
試
験
運
行
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
文
化
財
課
が
所
管
す
る
市
の

情
報
発
信
媒
体
と
し
て
、
市
広
報
紙
の

連
載
記
事
や
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
お
け

る
定
期
配
信
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
掲
載
内
容

を
考
え
る
上
で
候
補
の
一
つ
と
し
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
各
地
区
公
民
館
か
ら
の

要
望
に
応
じ
て
講
座
・
史
跡
め
ぐ
り
な

ど
の
対
応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
地
区
内
で
、
由
来
が
わ
か
る
よ
う
な

特
徴
的
な
地
名
が
あ
れ
ば
取
り
上
げ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
地
名
の

由
来
は
不
明
な
も
の
が
多
く
、
諸
説
あ

る
こ
と
は
御
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

若
い
人
た
ち
が
住
み
や
す
い

住
み
た
い
と
思
う
街
へ
変
え

て
ほ
し
い

南
九
州
市
を
広
く
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

各
地
区
公
民
館
講
座
な
ど
で

「
集
落
の
名
前
の
は
じ
ま
り
」

「
地
域
の
起
こ
り
」
な
ど
の
講

座
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い

き
と
て
も
悲
し
い
で
す
。
枕

崎
市
と
鹿
児
島
市
ま
で
は
直

通
が
な
く
大
変
不
便
で
す
。

投稿ありがとうございました。
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職
員
に
対
し
て
は
、
市
民
や
市
役
所

に
お
越
し
に
な
る
お
客
様
を
快
く
お
迎

え
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
常
日
ご
ろ

か
ら
指
導
し
て
お
り
ま
す
が
、
不
快
な

お
気
持
ち
に
さ
せ
た
こ
と
を
お
詫
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

職
員
の
資
質
向
上
に
向
け
て
は
、
職

位
毎
の
研
修
や
所
管
事
務
に
関
す
る
研

修
、
ま
た
、
人
権
や
接
遇
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て
も
、
毎
年
研
修
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
職
員
へ
の
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、
資
質
向
上
の
た
め

の
研
修
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
」
は
、
例
外
を
除
き
廃
棄
物
の

焼
却
（
野
焼
き
含
む
）
を
禁
止
し
て
い

ま
す
。

　

例
外
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
で
定
め
て
お

り
、「
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営

む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て

行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
」
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
隣
に
悪
影
響
を

与
え
な
い
よ
う
注
意
し
て
行
わ
れ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。
市
で
は
広
報
紙
で
野
焼
き
に
関
す

る
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
に

よ
り
市
民
へ
の
周
知
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

野
焼
き
の
例
外

　
「
廃
棄
物
処
理
法
施
行
令
第
14
条
に

お
い
て
、
公
益
上
若
し
く
は
社
会
の
慣

習
上
や
む
を
得
な
い
も
の
ま
た
は
周
辺

地
域
の
生
活
環
境
に
与
え
る
影
響
が
軽

微
な
左
記
の
場
合
に
お
い
て
は
例
外
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ

の
施
設
の
管
理
を
行
う
た
め
に

必
要
な
棄
物
の
焼
却

②
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜

害
そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、
応

急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め
に

必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

③
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の

行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃

棄
物
の
焼
却

④
農
業
・
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営

む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と

し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

⑤
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営

む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物

の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

具
体
的
に
は

・
河
川
や
海
岸
の
管
理
者
が
行
う
、
管

理
上
必
要
な
草
木
や
漂
着
物
の
焼
却

・
災
害
時
に
お
け
る
木
く
ず
の
焼
却
・

火
災
予
防
訓
練

・
地
域
行
事
に
お
け
る
不
要
に
な
っ
た

門
松
、
し
め
縄
の
焼
却
、
鬼
火
た
き

な
ど

・
焼
き
畑
、
麦
わ
ら
、
稲
わ
ら
、
雑
草

な
ど
の
焼
却

・
た
き
火
、
落
ち
葉
た
き
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行
う
際
の
木
く
ず
の

焼
却
な
ど

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
例
外
で
あ
っ
て

も
、
む
や
み
に
焼
却
し
て
よ
い
わ
け
で

は
な
く
、
ビ
ニ
ー
ル
類
、
タ
イ
ヤ
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
い
か
な
る
場
合
に
お

い
て
も
焼
却
禁
止
で
す
。

　

ま
た
、
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に
配

慮
し
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

職
員
の
市
民
へ
の
接
待
、
思

い
や
り
、
や
さ
し
さ
、
質
の

向
上
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

毎
日
ご
み
を
燃
や
す
人
が
い

ま
す
。
せ
め
て
土
日（
終
日
）、

夕
方
以
降
は
や
め
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
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い
の
ち
の
尊
さ
、
平
和
の
大
切
さ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

～
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジfrom

知
覧　
第
35
回
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
～

　
「
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
」

　
　
　
　
川
辺
中
学
校
２
年　

馬ば
ば場　

馨か
お
る
こ子

　
８
月
15
日
、
第
35
回
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
部
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
川
辺
中
学
校
３
年
の
馬
場
馨
子

さ
ん
と
小
学
生
の
部
の
平
和
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

若
松
悠
さ
ん
の
作
文
を
原
文
の
ま
ま
紹
介
し
ま
す
。

　

私
の
曾
祖
父
は
明
治
四
二
年
生
ま
れ
で

す
。
通
信
の
仕
事
で
海
軍
に
所
属
し
、
潜

水
艦
に
乗
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
方
面
で
爆
撃
を
受
け
、
五
年
間
行
方

不
明
。
し
か
し
そ
の
後
、
無
事
に
日
本
に

帰
っ
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
祖
母
か

ら
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
父
の
叔
母
は
戦
時
女
学
生
で
し

た
。
時
々
、
当
時
の
こ
と
を
聞
き
ま
す
。

女
学
校
で
は
、
食
糧
増
産
に
行
っ
た
り
、

空
襲
が
起
こ
っ
た
時
の
訓
練
を
行
っ
た
り

し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
屋
根
に
上
っ
て

火
消
し
の
訓
練
を
し
た
時
の
こ
と
や
、
真

夜
中
に
照
明
弾
が
落
ち
て
辺
り
が
昼
間
の

よ
う
に
明
る
く
な
っ
た
時
の
こ
と
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
身
内
に
戦

争
体
験
者
が
い
た
こ
と
は
、
私
に
「
遠
い

昔
の
戦
争
」
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
、
戦
争

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
、
作
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
知

覧
特
攻
平
和
会
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
家
族

へ
の
思
い
が
綴
ら
れ
た
手
紙
や
ま
だ
若
い

特
攻
隊
員
の
写
真
を
見
る
と
、
彼
ら
の
命

を
奪
っ
た
戦
争
や
そ
れ
を
指
揮
し
た
人
た

ち
に
対
す
る
憤
り
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
目
に
入
っ
た
の
が
、
特

攻
作
戦
を
提
案
し
た
人
に
関
す
る
新
聞
記

事
と
そ
の
人
の
遺
書
で
し
た
。

　

遺
書
に
は
、
特
攻
と
い
う
決
死
の
部
隊

を
提
案
し
た
責
任
を
と
っ
て
自
決
す
る
こ

と
、
特
攻
死
さ
れ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
遺
族

に
向
け
て
の
謝
罪
の
言
葉
が
綴
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
遺
書
に
よ
っ
て
私
は
、
や

り
場
の
な
い
憤
り
と
複
雑
な
思
い
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
き
て
帰
っ
て
き
た
曾
祖
父
は
奇
跡
に

近
い
も
の
が
あ
り
、
生
き
て
帰
っ
て
こ
ら

れ
な
か
っ
た
多
く
の
人
が
い
た
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
死
を
受
け
入
れ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
多
く
の
家
族
が
い
た
と
い
う

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
年
生
の
時
、
総
合
学
習
の
時
間
で
、

「
戦
争
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
で

き
な
い
か
」に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

戦
争
は
な
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。そ
の
時
の
私
は
、

ど
ち
ら
の
考
え
も
主
張
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

人
類
が
戦
争
を
始
め
た
の
は
、
人
類
の

歴
史
で
は
ご
く
最
近
だ
そ
う
で
す
。
戦
争

も
平
和
な
状
況
も
、
人
類
が
選
ん
で
作
り

だ
し
た
結
果
で
す
。
た
だ
し
、
ご
く
一
部

の
人
が
指
揮
を
執
り
、
そ
れ
に
抗
う
こ
と

な
く
従
っ
た
人
間
た
ち
の
作
り
だ
し
た
結

果
で
す
。
一
方
で
、
戦
後
の
平
和
な
日
本

を
作
り
、
何
と
し
て
も
そ
の
平
和
を
守
っ

て
い
こ
う
と
真
剣
に
考
え
た
の
も
人
間
で

す
。
戦
争
を
選
ん
で
大
き
な
犠
牲
を
出
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
直
視
し
、
自
分
た
ち

が
悪
か
っ
た
と
反
省
し
た
結
果
、
絶
対
に

戦
争
を
し
な
い
と
多
く
の
人
が
誓
い
ま
し

た
。
そ
し
て
人
々
が
望
む
平
和
な
日
本
が

つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
私
一
人
で

は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
何
も
変

わ
ら
な
い
な
ど
と
思
う
こ
と
は
、
自
分
が

生
き
て
い
く
世
界
や
周
り
に
い
る
大
切
な

人
た
ち
に
対
し
、
無
責
任
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

今
の
生
活
を
こ
の
先
も
ず
っ
と
続
け
て

い
く
た
め
に
、
戦
争
を
し
な
い
と
い
う
選

択
肢
は
な
か
っ
た
の
か
、
ど
う
し
て
戦
争

を
回
避
で
き
な
か
っ
た
の
か
な
ど
、
歴
史

が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
を
も
と
に
学
び
、

考
え
、
行
動
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
戦
争

は
絶
対
に
避
け
ら
れ
る
と
今
の
私
な
ら
主

張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

戦
争
未
体
験
の
私
た
ち
も
、
度
重
な
る

戦
争
で
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
事
実
を

次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
く
責
任
が
あ
り
ま

す
。
人
類
の
過
ち
か
ら
得
た
知
恵
を
、
国

境
を
越
え
て
共
有
し
、
生
か
し
て
い
く
こ

と
。
そ
し
て
、
そ
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を

多
く
の
人
が
自
覚
し
行
動
す
る
こ
と
で
、

戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
に
貢
献

で
き
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
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「
必
死
」
の
意
味

　
　
　
　
知
覧
小
学
校
６
年　

若わ
か
ま
つ松　

悠は
る

　

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞　

鳥
潟　

百
々
花　

さ
ん

�

寺
尾
中
学
校　

３
年
（
群
馬
県
）

優
秀
賞　
　

馬
場　

馨
子　

さ
ん

�

　
　
　
　

川
辺
中
学
校　

２
年
（
南
九
州
市
）

特
選　
　
　

堀　
　

慈
瑛　

さ
ん

�

谷
山
中
学
校　

３
年
（
鹿
児
島
市
）

特
選　
　
　

篠
田　

真
衣　

さ
ん

　
　
　

�

　
　

板
橋
第
二
中
学
校　

３
年
（
東
京
都
）

　

高
校
生
の
部

最
優
秀
賞　

福
江　

栞　
　

さ
ん

　

�

　
　
　

鎮
西
学
院
高
等
学
校　

３
年
（
長
崎
県
）

優
秀
賞　
　

仲
間　

友
佑　

さ
ん

　

�

　
　
　

宮
古
高
等
学
校　

３
年
（
沖
縄
県
）

特
選　
　
　

西
垣　

奈
津
美　

さ
ん

�

奈
良
学
園
登
美
ヶ
丘
高
等
学
校　

２
年
（
奈
良
県
）

特
選　
　
　

黒
川　

海
空　

さ
ん

　

�

長
崎
西
高
等
学
校　

１
年
（
長
崎
県
）

　

一
般
の
部

特
選　
　
　

林　

晃
弘　

さ
ん�

（
兵
庫
県
）

審
査
結
果

　
「
必
死
」。
こ
の
言
葉
を
国
語
辞
典
で
引

く
と
、「
一
生
け
ん
命
に
全
力
を
つ
く
す

事
。
死
ん
で
も
構
わ
な
い
と
い
う
気
持
ち

で
頑
張
る
事
。」と
の
っ
て
い
る
。し
か
し
、

今
か
ら
約
七
十
九
年
前
の
戦
争
を
し
て
い

た
日
本
で
は
、「
必
死
＝
必
ず
死
ぬ
事
＝

特
攻
」
を
意
味
し
て
い
た
。

　

四
月
末
、
ぼ
く
は
母
と
弟
と
初
め
て
知

覧
特
攻
平
和
会
館
へ
行
っ
た
。
開
館
し
間

も
な
く
だ
っ
た
が
、
館
内
は
大
勢
の
来
館

者
で
あ
ふ
れ
、
し
か
し
そ
う
は
思
え
な
い

位
、
静
か
で
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
た
。
ガ

ラ
ス
ケ
ー
ス
の
中
に
ぎ
っ
し
り
と
並
べ
ら

れ
た
特
攻
隊
員
の
方
々
の
い
書
や
い
品
、

壁
面
に
並
ん
だ
い
え
い
、
特
攻
機
の
傷

あ
と
、
そ
の
ど
れ
も
が
ぼ
く
の
想
像
を
は

る
か
に
こ
え
る
物
だ
っ
た
。
心
臓
が
バ
ク

バ
ク
し
て
、
体
が
熱
く
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
た
。
母
が
泣
い
て
い
た
。
弟
は
、「
も

う
苦
し
い
。
見
た
く
な
い
。」
と
言
っ
た
。

ぼ
く
は
弟
の
気
持
ち
が
す
ご
く
分
か
っ

た
。
こ
わ
い
よ
ね
。
で
も
ぼ
く
は
目
を
そ

ら
し
て
は
い
け
な
い
。
し
っ
か
り
と
見
な

く
て
は
い
け
な
い
気
が
し
て
、
弟
の
背
中

を
さ
す
っ
た
。

　

一
枚
の
写
真
に
目
が
留
ま
っ
た
。
出
撃

の
前
日
に
撮
ら
れ
た
写
真
に
は
、
笑
顔
で

写
る
隊
員
達
が
い
た
。
仲
間
と
楽
し
そ
う

に
ふ
ざ
け
て
笑
う
姿
か
ら
は
、
明
日
必
ず

死
ぬ
な
ん
て
、
ア
メ
リ
カ
の
空
母
に
体
当

た
り
し
て
な
く
な
る
命
だ
な
ん
て
全
く
感

じ
ら
れ
な
い
。

「
ど
う
し
て
そ
ん
な
風
に
笑
え
た
ん
で
す

か
。」

聞
い
て
み
た
い
。

　

軍
服
に
ぬ
い
つ
け
ら
れ
た
大
き
な
エ
ン

ブ
レ
ム
、
光
る
ボ
タ
ン
、
く
ん
章
、
そ
し

て
ピ
カ
ピ
カ
の
戦
と
う
機
。
英
ゆ
う
の
よ

う
に
描
か
れ
た
飛
行
兵
募
集
の
貼
り
紙
。

ぼ
く
は
間
ち
が
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。

　

特
攻
を
「
最
初
、
そ
し
て
最
後
の
親
こ

う
こ
う
」

と
書
か
れ
た
い
書
が
あ
っ
た
。
子
ど
も
が

国
の
た
め
、
平
和
の
た
め
だ
と
「
必
死
」

と
分
か
っ
て
、
喜
ん
で
送
り
出
す
親
が
い

る
だ
ろ
う
か
。

「
そ
ん
な
親
は
い
な
い
よ
。
い
な
い
で
欲

し
い
。」
と
母
が
言
っ
た
。

　

突
然
告
げ
ら
れ
る
出
撃
命
令
、
従
わ
な

い
と
い
う
選
択
は
許
さ
れ
な
い
。
家
を
捨

て
、
家
族
や
大
切
な
人
と
別
れ
、
や
り
た

い
こ
と
も
夢
も
あ
き
ら
め
る
な
ん
て
絶
対

に
お
か
し
い
。
ど
う
し
て
。
何
で
。
い
か

り
や
悲
し
さ
、お
そ
ろ
し
さ
が
混
ざ
っ
て
、

ぼ
く
の
頭
の
中
は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ

た
。

　

命
を
爆
弾
と
し
て
、道
具
と
し
て
使
い
、

そ
れ
も
国
の
た
め
、
平
和
の
た
め
、
仕
方

の
な
い
事
、
当
た
り
前
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
た
時
代
が
あ
っ
た
事
を
、
ぼ
く
達
は
決

し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　

三
角
兵
舎
で
出
撃
前
夜
、
布
団
を
頭
ま

で
被
り
、
声
を
殺
し
て
泣
き
続
け
た
隊
員

達
の
願
い
を
、
思
い
を
無
だ
に
し
て
は
い

け
な
い
。「
必
死
＝
特
攻
」
の
後
に
生
き

る
人
々
が
幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
戦

争
の
な
い
「
平
和
な
日
本
」
に
な
り
ま
す

よ
う
に
。

　

被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
、憲
法
に
も「
平

和
主
義
」
を
か
か
げ
、「
も
う
二
度
と
戦

争
は
し
な
い
。
あ
や
ま
ち
を
く
り
返
さ
な

い
。」
と
宣
言
し
て
い
る
。
で
も
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
し
ん
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル

で
の
戦
争
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発

射
・
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
な
ど
、
世
界
に
は
戦
争

に
よ
っ
て
苦
し
み
、
悲
し
み
、
な
く
な
る

人
が
今
も
大
勢
い
る
。
も
し
少
し
の
間
ち

が
い
、
意
見
の
食
い
ち
が
い
で
日
本
で
も

ま
た
、
戦
争
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

そ
う
考
え
る
と
、
と
て
も
こ
わ
く
な
る
。

「
日
本
で
は
戦
争
は
な
い
か
ら
。」「
関
係

な
い
か
ら
。」
と
い
う
考
え
で
は
だ
め
だ
。

　

最
後
に
、
特
攻
隊
員
の
お
世
話
を
し
て

い
た
「
な
で
し
こ
隊
」、
永
崎
さ
ん
の
言

葉
が
心
に
残
っ
た
。「
戦
争
の
た
め
に
何

か
を
断
念
す
る
の
で
は
な
く
て
、
未
来
を

生
き
る
子
ど
も
達
が
本
当
に
自
分
で
進
み

た
い
道
を
選
び
、
願
い
や
希
望
を
か
な
え

て
、
す
ば
ら
し
い
人
生
を
送
っ
て
く
れ
る

事
を
願
い
ま
す
。」

　

平
和
会
館
か
ら
出
て
深
呼
吸
す
る
と
、

少
し
心
が
落
ち
着
い
た
。
ぼ
く
は
ぼ
く

の
も
ら
っ
た
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切

に
、
こ
れ
か
ら
の
日
々
を
せ
い
い
っ
ぱ
い

生
き
て
い
こ
う
、「
必
死
」
に
生
き
て
い

こ
う
と
ち
か
っ
た
。

作
文
の
無
断
転
載
は
お
断
り
し
て
ま
す
。
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ま
た
祝
賀
会
で
は
、
地
元
の
美
味

し
い
食
べ
物
を
楽
し
め
る
「
み
な
ス

ポ
バ
ル
」
や
演
歌
歌
手
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
、
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と

し
て
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夏
の

夜
空
を
彩
っ
て
い
ま
し
た
。

　
内
匠
剛
実
行
委
員
長
は
、「
こ
れ
ま

で
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
た
二
十

年
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に

愛
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、

新
た
な
軌
跡
を
残
し
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

研修報告（県青少年国際協力体験事業・県青少年海外ふれあい事業）

共に歩んだ20年　これからのキ・セ・キ　南九州スポーツクラブ設立20周年

　

８
月
19
日
、
鹿
児
島
県
青
少
年
国

際
協
力
体
験
事
業
に
参
加
し
た
川
辺

中
学
校
３
年
の
津
平
貴
史
さ
ん
と
、

鹿
児
島
県
青
少
年
海
外
ふ
れ
あ
い
事

業
に
参
加
し
た
指
宿
高
校
２
年
の
西

一
葉
さ
ん
が
、
研
修
報
告
の
た
め
教

育
委
員
会
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
津
平
さ
ん
は
７
月
21
日
か
ら
28
日

ま
で
、
鹿
児
島
県
青
少
年
国
際
協
力

体
験
事
業
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。「
初
め
て
の
海
外
で
戸
惑

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
歓
迎
に
心
が
救
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

今
後
は
、
海
外
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を

還
元
で
き
る
世
界
的
な
仕
事
が
し
た

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

８
月
11
日
、
南
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
設
立
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
、

リ
バ
ー
バ
ン
ク
森
の
学
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
16
年
に
旧
川

辺
町
で
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
と
し
て
、「
か
わ
な
べ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
の
名
称
で
誕
生
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
高
田
お
や
じ

お
ふ
く
ろ
バ
ン
ド
の
演
奏
や
リ
ズ
ム

な
ぎ
な
た
が
披
露
さ
れ
た
あ
と
、
記

念
式
典
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
発

足
の
経
緯
や
設
立
当
時
の
思
い
出
が

語
ら
れ
、
式
典
後
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
体
験
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
、

多
く
の
参
加
者
が
楽
し
み
ま
し
た
。　

　
西
さ
ん
は
８
月
８
日
か
ら
13
日
ま

で
、
鹿
児
島
県
青
少
年
海
外
ふ
れ
あ

い
事
業
で
香
港
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
英
語
の
大
切
さ
を
身
を
持
っ
て
感

じ
ま
し
た
。
香
港
は
、
西
洋
と
東
洋

が
混
ざ
り
合
っ
て
お
り
、
中
国
っ
ぽ

く
な
い
感
じ
で
し
た
。
現
地
で
知
り

合
っ
た
人
と
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
交

換
し
た
の
で
繋
が
り
を
大
事
に
し
た

い
で
す
。
今
後
は
、
社
会
学
や
、
国

際
的
な
文
化
を
学
び
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
で
貴
重
な
経
験

を
し
た
二
人
の
、
今
後
の
活
躍
が
頼

も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

津平貴史さん（右から２人目）

西一葉さん（横断幕を掲げる前列左から２人目）
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作って、遊んで、科学しよう R-ONE事業 サイエンス教室

法務大臣から「人権擁護委員」を委嘱

南日本七夕書道展 県知事賞受賞

南九州っ子　科学の旅

　第62 回南日本七
夕書道展が開催さ
れ、川辺高校書道
部の３年生、有田
心凛さんが、大賞
の県知事賞を受賞
しました。

　また、南日本書道会賞に２年生の鶴田桃子さんが、
さらに、ほかの３人の部員もそれぞれ入賞し、部員
５人全員入賞という快挙を達成。学校賞が授与され
ました。部員たちは、個人の研鑽に加え、校門横の
パネル揮毫で構成力を身につけながら、地域のイベ
ントなどで書道パフォーマンスも披露しています。

　８月10日、知覧
文化会館で、鹿児
島大学理学部の秦
浩紀准教授を講師
に、サイエンス教
室が開催され、小
中学生とその保護
者27人が、科学を

楽しみました。振り子や、ストロー笛を作っての実
験のあと、講師の解説を受け、親子でうなずきなが
ら熱心に聞く姿が見られました。
　参加した児童は、「知らないこともたくさんあっ
たので楽しかった。簡単にできるので、友達にも教
えてあげたい」と話しました。

川辺高校 有田心凛さん

　８月６・７日に長
崎県で開催された九
州中学校陸上競技大
会で、３年生の三
宅楓香さんが、「共
通女子100ｍハード
ル」で５位に入賞し、
8月19日 に 福 井 県

で開催された全国大会に出場しました。全国大会で
は惜しくも決勝進出は逃しましたが、堂々とした走
りを見せました。
　九州大会では「低学年女子４×100ｍリレー」で、
２年生の田之脇里奈さん、満永莉里花さん、1年生
の大保葵梨さん、田原瑠依さんが４位入賞しました。

　7月20日、日本武
道館で行なわれた
全日本少年少女武
道（弓道）錬成大
会で、川辺中学校
弓道部が、男子団
体の部で全国から
出 場 し た107チ ー

ムの中の5位として、敢闘賞を受賞しました。
　出場したのは３年生の庭月野圭さん、立山大雅さ
ん、井料颯陸さん。
　日本武道館の広い会場で、普段どおりの競技を行
なうのは大変だったようですが、緊張の中でも冷静
に的を射抜き、敢闘賞を勝ち取りました。

全国の舞台で「敢闘賞」受賞　川辺中学校弓道部九州大会・全国大会で躍動　頴娃中学校陸上部

　市の人権擁護委
員として法務大臣
から新たに、福留
保さん、原之園ゆ
かりさんの２人が
委嘱されました。
　委嘱を受けた福
留さんと原之園さ

んは、「市民が安心して暮らせるよう、微力ながら
努力していきたい」と、それぞれ抱負を話しました。
　市では現在９人が人権擁護委員として委嘱され、
地域の皆さんからの人権相談や、人権侵害被害者の
救済、人権啓発活動などを行っています。

　昨年度から始まっ
た「南九州っ子、科
学の旅 」。今 年は、
中学校２年生を対象
に、６人が東京ペン
シルラボの工場や国
立科学博物館などを
見学しました。

　特に、国立科学博物館では、興味のある動物のは
く製や小惑星探査機「はやぶさ」の再突入カプセルな
どをじっくりと見ながら、解説をもとに、さまざまな
ことを学んでいました。
　参加した６人は、「今回の旅で学んだことを、これか
らの授業、進路に役立てたい」と話していました。
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　８月３日、知覧
平和公園で、「第43
回高校生ふるさと
大会」が行われま
した。
　この大会は、毎年
高校生クラブが中
心となり、高校生

の自主的な発案で清掃活動や募金運動、知覧茶のふ
るまいなどのボランティア活動を企画しています。
　今年は、薩南工業高校の家庭クラブに所属する生
徒も協力して行いました。参加した生徒たちは、市
民や観光客との対話や交流を通じてボランティア活
動の大切さを感じていました。

　８月４日、「第16
回南九州市ふれあ
い球技大会」が５
年ぶりに知覧平和
公園ゲートボール
場で開催されまし
た。
　各地区を代表す

る選手たちが、グラウンド・ゴルフで、暑さに負け
ない熱い戦いを繰り広げました。
　43チームが出場し、見事知覧Ｂ（新町Ａ）チーム
が優勝しました。
　準優勝は中福良（松村）チーム、第３位は勝目Bチー
ムでした。

知覧Bチーム優勝！ふれあい球技大会地域に貢献する高校生

南九州市・北九州市子ども交流事業大きくなって、帰ってきてね！
　８月５日、知覧
地域の四角場浜（松
ケ 浦 シ ー サ イ ド
パーク）で、松ヶ
浦小学校の子ども
たちがアカウミガ
メの赤ちゃん55匹
を放流しました。

　放流会では、松ヶ浦小学校の５・６年生がウミガ
メの生態や保護活動について発表を行い、その後、
知覧町ウミガメ保護研究会の協力で、放流しました。
子どもたちの手から離れたアカウミガメの赤ちゃん
たちは、子どもたちに見守られながら、無事に大海
原へ旅立っていくことができました。

　７月23日から
25日にかけて、
本市と福岡県北
九州市の小・中
学生40人が北九
州市で交流を深
めました。 

　この事業は、両市で交わした交流協定に基づいて、
子どもたちが互いの市を訪問し、施設見学や、体験
などの活動をとおして絆を深め、さらに青少年の健
全育成を図ろうとするものです。
　子どもたちは、大迫力の鍾乳洞や入場100万人目
となった科学館などを訪れ、驚きと感動の２泊３日
を過ごしました。

　７月13日、市ス
ポーツ少年団研修
会交流会が知覧体
育館と知覧文化会
館で開催されまし
た。
　 市 内100人 以 上
の団員が、体力テ

ストを通じて自分の運動能力に対する理解を深め
ました。また、指導者と保護者35人が、株式会社
KAGO食スポーツの田畑綾美氏からジュニアアス
リートに必要な栄養についての指導を受けました。
　団員同士の交流と、指導者、保護者の意識向上を
図るよい機会となりました。

　８月８日、鹿児
島県建築士会南薩
支部が「建築士の
日」にちなんだ社
会貢献活動の一環
で、知覧中学校に
ベンチ４基とレイ
キを寄贈しました。

　当日は同支部会員と野球部員が合同でベンチの設
置を行いました。
　射手園武也支部長は「建築士会のPRと会員同士の
交流を兼ねた活動で毎年実施しています。知覧中学
校グラウンドのベンチが老朽化していると聞きまし
た。大事に使ってほしい」と話しました。

建築士会南薩支部からベンチとレイキ寄贈市スポーツ少年団研修会交流会
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③
長
形
３
号
封
筒
（
１
２
０
㎜
×
２
３
５

㎜
）
に
切
手
を
貼
付
し
、
宛
名
書
き
を

し
た
も
の

受
付
期
限 

11
月
15
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

提
出
先 
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０
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九
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町
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１
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※
詳
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は
、
市
ホ
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ー
ジ
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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覧
に
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事
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へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

［
問
］ 

知 

知
覧
特
攻
平
和
会
館

☎
０
９
９
３

−

83

−

２
５
２
５

産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
技
能
取
得
を
希
望

す
る
方
を
募
集

要
件 

産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
防
除

期
間
中
（
毎
年
6
月
下
旬
か
ら
10
月
下

旬
：
こ
の
期
間
に
約
20
日
の
作
業
を
実

施
）
に
従
事
で
き
る
こ
と
。

※
資
格
取
得
後
５
年
以
上
は
、
毎
年
作
業

に
従
事
で
き
る
こ
と
。

年
齢 

50
歳
以
下

技
能
取
得
時
期 

令
和
７
年
2
月
頃
を
予

定
（
募
集
定
員
が
集
ま
り
次
第
）

技
能
取
得
時
費
用
負
担
額 

約
63
万
円
：

内
約
8
割
は
公
社
が
負
担
し
ま
す
。
残

り
の
14
万
円
程
度
は
受
講
者
負
担
と
な

り
ま
す
。

募
集
定
員 

2
人

［
問
］ 

公
益
社
団
法
人
南
九
州
市
農
業
公

社
（
川
辺
庁
舎
内
）
頴
娃
出
張
所
（
頴

娃
庁
舎
内
）

　
９
月
は「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」

で
す
。
南
九
州
市
内
の
各
図
書
館
で
は
、

認
知
症
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

［
問
］ 

川 

長
寿
介
護
課 

地
域
包
括
ケ
ア
係

南
九
州
市
国
際
交
流
協
会

「
気
ま
ま
な
イ
ン
ド
旅
報
告
会
」

　

イ
ン
ド
を
１

週
間
旅
し
た
協

会
員
が
、
現
地

で
の
食
事
や
観

光
な
ど
、
現

地
と
の
ビ
デ
オ

チ
ャ
ッ
ト
も
含

め
た
生
の
情
報

を
話
し
ま
す
。
当
日
は
、
イ
ン
ド
定
番
の

飲
み
物
「
チ
ャ
イ
」
や
現
地
の
お
菓
子
も

楽
し
め
ま
す
。
イ
ン
ド
に
行
っ
て
み
た
い

方
や
海
外
に
興
味
が
あ
る
方
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時 

９
月
29
日
（
日
）
午
後
２
時
～
午

後
３
時
30
分

場
所 

タ
ノ
カ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
川
辺

町
平
山
６
９
７
８
番
地
）

内
容 

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
現
地
イ
ン

ド
人
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
、
チ
ャ
イ
・

イ
ン
ド
菓
子
体
験

参
加
費 

大
人
２
０
０
円 

高
校
生
以
下
・

協
会
員
無
料

申
込
方
法 

９
月
26
日
（
木
）

ま
で
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

［
問
］ 

南
九
州
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
役
所
企
画
課
企
画
係
内
）

　

☎
０
９
９
３

−

83

−

２
５
１
１

催  し

催　
し

第
15
回
南
九
州
市
民
体
育
大
会

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
通
し
て
、
気
力
・

体
力
づ
く
り
や
地
域

づ
く
り
へ
の
興
味
・

関
心
を
深
め
る
た
め
、

南
九
州
市
民
体
育
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
体
育
大
会
は
、
午
前
中
の
み
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
行
い
ま
す
。
午
後
か
ら
は
自
由
参

加
で
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
な
ど
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時 

10
月
13
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

場
所 

知
覧
平
和
公
園 

陸
上
競
技
場

※
天
候
不
良
の
場
合
は
中
止

［
問
］ 

川 

保
健
体
育
課 

市
民
体
育
係

「
お
れ
ん
じ
フ
ェ
ス
タ
」
開
催

　
「
地
域
の
認
知
症
の
方
を
含
む
全
て
の

人
が
、
安
心
し
て
老
い
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
お
れ
ん
じ
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
の
中
で
自
分
ら
し
く
過
ご
す
た
め

の
ヒ
ン
ト
を
講
師
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

当
日
は
認
知
症
予
防
に
関
す
る
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
多
く
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時 

11
月
30
日
（
土
）
午
後
０
時
30
分

～
午
後
４
時

場
所 

知
覧
文
化
会
館

内
容 

講
演
の
部
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
部

申
込
方
法 

10
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
、
担

当
係
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募　
集

知
覧
特
攻
平
和
会
館
管
理
組
合　

事
務
局
職
員
募
集

　

知
覧
特
攻
平
和
会
館
の
業
務
を
一
部
委

託
し
て
い
る
知
覧
特
攻
平
和
会
館
管
理
組

合
の
事
務
局
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種 

事
務
員

採
用
人
員 

１
人

採
用
試
験
日 

12
月
15
日
（
日
）

選
考
方
法 

個
人
面
談
に
よ
る
面
接
試
験

採
用
予
定
日 

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

応
募
資
格 

①
平
成
元
年
４
月
２
日
（
35
歳
）
か
ら
平

成
19
年
４
月
１
日
（
18
歳
）
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

②
採
用
後
は
南
九
州
市
に
居
住
で
き
る
見

込
み
の
人

業
務
内
容 

①
入
館
予
約
の
管
理
お
よ
び
館
内
案
内
業
務

②
誘
客
促
進
業
務

③
観
光
券
（
ク
ー
ポ
ン
券
）
代
金
取
立
て

請
求
業
務

④
予
算
管
理
お
よ
び
執
行

⑤
そ
の
他
、
管
理
組
合
の
庶
務
に
関
す
る

こ
と

提
出
書
類

①
受
験
申
込
書

②
履
歴
書

※
①
・
②
い
ず
れ
も
知
覧
特
攻
平
和
会
館

に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
各
自
取

得
し
て
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
①
・
②
に
貼
付
す
る

顔
写
真
は
同
じ
も
の
と
し
ま
す
。

募  集
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40 歳未満の末期がん患者の方へ在宅
療養に係る訪問介護などの費用の助成
を行っています
対象者 本市に住所を有し、治癒を目的とした治療を行

わず、在宅療養を行う 40 歳未満の末期がん患者
対象サービス 介護保険法に基づき指定された居宅サー

ビス事業所または市が認めた法人から提供される訪
問介護など・福祉用具貸与および福祉用具購入費用

助成額 各サービスについて、費用総額の９割を次の上
限額以内で助成します。
・20 歳未満の方
　居宅サービスについて、 50,000 円 / １月
・20 歳から 39 歳までの方
　居宅サービスについて、80,000 円 / １月
　福祉用具購入経費について、50,000 円 / １人
・�意見書などの作成に係る経費について、5,000 円

/ １人
請求期限 サービスを利用した日から２年以内

　詳しくは、市ホームページをご覧に
なるか知覧保健センターへお問い合わ
せください。

お知らせ

お
知
ら
せ

Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
の
お
願
い

　

線
路
外
か
ら
の
倒
木
が
列
車
と
接
触
す

る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

土
地
の
所
有
者
は
、剪
定
や
伐
採
な
ど
、

樹
木
の
定
期
的
な
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
線
路
か
ら
概
ね
８
ｍ
以
内
で
、

建
物
の
建
設
や
解
体
、
樹
木
の
伐
採
な
ど

を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
Ｊ
Ｒ
九
州
鹿
児

島
支
社
鹿
児
島
工
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
作
業
内
容
や
環
境
条
件
、
使
用
重
機
に

よ
っ
て
は
、
線
路
中
心
か
ら
８
ｍ
以
上

離
れ
た
場
所
で
も
近
接
工
事
の
適
用
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
近
接
工
事
に
よ
り
列
車
の
運
行
や
鉄
道

設
備
に
影
響
が
あ
っ
た
際
、
損
害
賠
償

を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

［
問
］
Ｊ
Ｒ
九
州
鹿
児
島
支
社　

鹿
児
島

工
務
所

☎
０
５
０

−
５
０
５
１

−

０
６
３
６

自
動
応
答
ガ
イ
ダ
ン
ス
１（
近
接
工
事
）

屋外広告物（看板）を表示、設置する
には許可が必要です
　屋外広告物とは、屋外で継続して公衆に表示される
看板、はり紙や立看板などのことです。
　屋外広告物の表示および設置については、良好な景
観を形成し、または公衆に対する危害を防止するため
に規制がされており、許可申請が必要です。
　屋外広告物の表示および設置にあたっては、「鹿児
島県屋外広告物条例」により、原則として許可を受け
なければならず、禁止地域なども定められているため、
担当係まで事前にお問い合わせください。

　また、全ての屋外広告物には点検が義務づけられ、
その中でも高さ４ｍ超、または面積が 10㎡を超える
ものは、許可更新時に、有資格者による点検報告が必
要です。
　市では、景観と調和した屋外広告物のあり方を景観
計画で定めていることから、規制の確認と併せて、担
当係へ事前の問い合わせをお願いしています。　
　詳細は、市のホームページをご確認ください。

［問］ 知  都市政策課 都市計画係

 　防空壕の中は、崩落の危険や一酸化炭素中毒
になるなどの危険があります。
　危険な防空壕については、市でも安全対策を
行っていますが、まだ確認されていない箇所や経
年劣化により侵入防止柵が腐食している場合もあ
ります。
　防空壕が子どもたちの遊び場にならないよう地
域で見守り、気付いた時は注意するようご協力く
ださい。
　また、お近くに危険な防空壕がありましたら、
担当係まで情報提供をお願いします。

［問］ 知  都市政策課　都市計画係

防空壕にご注意を

［問］ 川  福祉健康課 保健予防係

頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111
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災害に備えて準備は大丈夫ですか？

指定ごみ袋の販売金額と販売開始時期について

　近年では、線状降水帯の発生による大雨、地震の発生など、突然に災害の起こる可能性が高まっています。日頃
から各家庭で災害に備えることが大切です。各家庭で準備できる備蓄品などを紹介します。
　避難するときに最初に持ち出すのが「非常持ち出し品」です。
　災害直後から混乱が収まるまでの数日間、自給自足するための物資が「備蓄品」です。

［問］ 知  防災安全課 交通防災係

種　類 小売単位の内容 市内全域 種　類 小売単位の内容 市内全域

可燃ごみ（大） 1 袋 20 枚入 385 円 資源ごみ（大） 1 袋 10 枚入 198 円

可燃ごみ（中） 1 袋 20 枚入 253 円 資源ごみ（中） 1 袋 20 枚入 253 円

可燃ごみ（小） 1 袋 20 枚入 231 円 資源ごみ（小） 1 袋 20 枚入 231 円

不燃ごみ（大） 1 袋 10 枚入 198 円 ※頴娃地域の可燃ごみ（特大）は、既存の
まま販売されます。

※お手持ちのごみ袋が無くなるまでは、使
用可能です。

不燃ごみ（中） 1 袋 20 枚入 253 円

不燃ごみ（小） 1 袋 20 枚入 231 円

　10 月１日から新たな市内共通の指定ごみ袋の販売が開始され、金額も改定されます。既に購入済の指定ごみ袋も、
これまで同様にごみ出しにご利用ください。
　製造納品の都合で、しばらくの間数量に限りのある場合がありますので、皆さまのご理
解とご協力をお願いいたします。

非常持ち出し品

備　蓄　品

［問］ 川  市民生活課 生活衛生係

●とっさの場合に持ち出せるようにリュックサックにつめておきたい

貴重品

安全用品衛生用品

非常飲食品など情報収集用品
・現金　※公衆電話用に硬貨も
・印鑑
・家や車の予備鍵
・証書類のコピー
（健康保険証、免許証、通帳、
　保険証書、権利書など）

・携帯ラジオ　※予備電池も
・携帯電話の充電器
・モバイルバッテリー
　※ライト付きが便利
・筆記用具

・非常食　※軽く高カロリーのもの
・飲料水
・給水袋
・万能ナイフ

・救急セット　※常備薬も
・タオル　　　・マスク
・消毒液　　　・体温計
・トイレットペーパー
・ウェットティッシュ
・ビニール袋
・下着類

・懐中電灯　※予備電池も
・ヘルメットや防災ずきん
・軍手　　　・スリッパ
・笛やブザー　※居場所を知らせるもの
・マッチやライター
・毛布や保温シート
・使い捨てカイロ

・飲料水　※１人１日３リットル　　　　　　　　　　　　・ランタン
・食品　※アルファ―化米、長期保存食品など専用品　　　・災害用トイレセット
・給水用ポリタンクやバケツ　　　　　　　　　　　　　　・からだ拭きシート
・カセットコンロやガスボンベ　　　　　　　　　　　　　・水のいらないシャンプー
・使い捨ての食器類　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ガムテープ
・食品用ラップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ビニールシート　など

●少なくとも３日（できれば１週間）は自力で生活できるように準備

お知らせ

詳しくはハザー
ドマップをご覧
ください。
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ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
侵
入
防
止

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
は
果
実
な
ど
に
寄
生

す
る
害
虫
で
、
東
南
ア
ジ
ア
で
広
く
生
息

し
て
い
ま
す
。
風
や
人
、
物
資
の
移
動
で

日
本
に
侵
入
す
る
こ
と
が
あ
り
、
市
で

は
国
や
県
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
ト

ラ
ッ
プ
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
が
発
生
す
る
と
、
甚

大
な
被
害
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
と
も

に
、
果
物
や
野
菜
の
出
荷
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
に
は
頴
娃
地
域
で
２
頭
の
誘

殺
が
確
認
さ
れ
、
誘
殺
板
５
千
枚
を
街
路

樹
な
ど
に
設
置
し
防
除
に
努
め
ま
し
た
。

　

現
在
ま
で
に
市
内
で
の
再
侵
入
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
誘
殺
板
や
ト
ラ
ッ

プ
機
材
に
は
触
ら
な
い
よ
う
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

［
問
］ 

頴 

農
政
課 

生
産
流
通
指
導
係

普
通
期
水
稲
コ
ン
バ
イ
ン
の

申
し
込
み
受
け
付
け
に
つ
い
て

　

稔
り
の
収
穫
時
期

に
、
水
稲
コ
ン
バ
イ

ン
刈
り
取
り
作
業
を

受
託
し
ま
す
。

　

南
九
州
市
農
業
公

社
で
は
、
過
去
に
お

申
し
込
み
の
あ
っ
た

方
へ
７
月
下
旬
に
普
通
期
水
稲
コ
ン
バ
イ

ン
の
お
申
込
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
ご

要
望
が
な
い
方
は
破
棄
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
刈

り
取
り
で
き
る
品
種
は｢

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ｣

｢

あ
き
ほ
な
み｣

で
す
。

国
保
・
後
期
の
方
は
交
通
事
故

な
ど
に
あ
っ
た
ら
届
け
出
を

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ

て
ケ
ガ
を
し
た
場
合
で
も
、
国
保
（
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
）ま
た
は
後
期（
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
）
で
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
次

の
よ
う
な
場
合
に
は
必
ず
担
当
係
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
は
原
則
と
し
て
加
害
者
が
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
の
で
、
保
険
者
（
国
保

は
南
九
州
市
、
後
期
は
鹿
児
島
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
）
が
立
て
替
え
、
後

日
保
険
者
が
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。

※
届
け
出
の
前
に
示
談
が
成
立
し
て
し
ま

う
と
、
保
険
証
を
使
っ
て
の
治
療
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
な
ど
悪
質
な

法
令
違
反
、
故
意
の
犯
罪
行
為
、
け
ん

か
や
泥
酔
に
よ
る
ケ
ガ
な
ど
は
国
保
ま

た
は
後
期
の
給
付
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

※
勤
務
中
や
通
勤
途
中
で
の
傷
病
は
、
職

場
の
労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
職
場
の
担
当
者
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

［
問
］ 

川 

福
祉
健
康
課 

保
険
係

 

知 

頴 

支
所 
市
民
生
活
係

お知らせ

基
本
料
金 

10
ａ
あ
た
り
１
万
７
７
１
０
円

※
ほ
場
の
形
状
、
稲
の
倒
伏
な
ど
に
よ
り

作
業
料
金
が
割
増
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
、
農
業
公
社
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］ 

公
益
社
団
法
人
南
九
州
市
農
業
公

社
（
川
辺
庁
舎
内
）
頴
娃
出
張
所
（
頴

娃
庁
舎
内
）

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
に
係
る
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
委
員
を
募
集

　

市
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
や
将
来
像
、
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
定
め
る
際
の
指
針
と
し
て
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
市
民

の
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間 

11
月
29
日
（
金
）
ま
で

募
集
人
数 

若
干
名

委
員
任
期 

委
嘱
日
か
ら
計
画
策
定
ま
で

（
概
ね
３
年
間
）

応
募
資
格 

市
内
に
居
住
し
て
い
る
満
18

歳
以
上
の
方
で
、
市
議
会
議
員
お
よ
び

市
職
員
で
な
い
方
。
ま
た
、
平
日
昼
間

の
会
議
で
も
出
席
可
能
な
方
。
詳
し
く

は
応
募
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
他 

応
募
用
紙
は
市
役
所
都
市
政
策

課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
係
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

［
問
］ 

知 

都
市
政
策
課 

都
市
計
画
係

・
交
通
事
故
（
自
損
事
故
含
む
）

に
よ
る
傷
病

・
他
人
の
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
な

ど
に
咬
ま
れ
た
傷
病

・
不
当
な
暴
力
や
傷
害
行
為
に
よ

る
傷
病

・
そ
の
他
第
三
者
の
故
意
や
過
失

に
よ
る
傷
病

■ このような場合

土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域

に
関
す
る
住
民
説
明
会
に
つ
い

て
（
鹿
児
島
県
）

　

土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
指
定
に

関
す
る
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

　

今
回
の
説
明
会
で
は
、
土
砂
災
害
防
止

法
に
基
づ
く
、
土
砂
災
害
発
生
の
可
能
性

が
あ
る
区
域
指
定
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

説
明
い
た
し
ま
す
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
際
に
は
個
別
に
説

明
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
よ
い

時
間
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

開
催
日 

10
月
18
日
（
金
）、
19
日
（
土
）

時
間 

（
両
日
と
も
）
午
前
10
時
～
午
後
３

時
（
随
時
受
付
）

場
所 

知
覧
庁
舎
東
別
館
３
階
大
会
議
室

［
問
］ 

県
南
薩
地
域
振
興
局 

建
設
部 

河
川

港
湾
課

☎
０
９
９
３

−

52

−

１
３
８
４

給付金確認書の提出期限が近づ
いています！
　低所得者支援及び定額減税補足給付金の支
給対象者に確認書を送付しています。
　提出期限が令和６年 10 月 31 日（木）ま
でとなっていますので、提出がお済みでない
方は、お早めに提出をお願いします。

［問］ 川  福祉健康課 社会福祉係
頴  知  支所 福祉係

頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111
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申請が必要な対象者
　制度改正により、新たに児童手当の支給対象にな
る方や、支給額が増額となる方については申請が必
要となる場合があります。
　申請が必要な方で、市で確認できた方については
案内を送付しています。
　申請方法や申請の要否についての詳細
は市ホームページをご覧ください。

お知らせ

現行（令和６年９月まで） 改正後（令和６年 10 月から）

支給対象 中学校終了までの国内に住所を有する児童
（15 歳到達後の最初の年度末まで）

高校生年代までの国内に住所を有する児童
（18 歳到達後の最初の年度末まで）

手当月額

第１子～第２子 第３子以降 第１子～第２子 第３子以降
３歳未満 15,000 円 15,000 円

30,000 円
３歳から小学校修了まで 10,000 円 15,000 円 10,000 円

中学生 10,000 円 10,000 円
高校生年代 なし 10,000 円

所得制限 所得制限あり 所得制限なし

支給期月 ２月、６月、10 月（年３回） 
※各前月までの４カ月分を支給

偶数月（年６回） 
※各前月までの２カ月分を支給

多子加算の算定対象 18 歳到達後の最初の年度末まで 22 歳到達後の最初の年度末まで

令和６年10月（令和６年12月支給）から児童手当の制度が変更になります。
児童手当改正内容

① 所得制限を撤廃する。
② 支給期間を高校生年代まで延長する。
③ 第３子以降の支給額を月３万円とする。
④ �第３子以降の算定に含める対象年齢を「22 歳到

達後の最初の年度末まで」に延長する。
⑤ �支払月を隔月（偶数月）の年６回とする。（制度

改正後の初回支給は令和６年 12 月予定）

制度内容の比較

制度改正分の申請期限
制度改正後の初回支給（令和６年 12 月支給）に反映するための申請期限：	新規申請� 9 月 30日（月）
	 増額申請� 10月 31日（木）
制度改正後（令和 6 年 10 月分から）の手当を遡って受給できる申請期限：	新規申請・増額申請� 3 月 31日（月）

［問］ 川  こども未来課 子育て支援係

薩摩半島の５市で構成される薩摩半島観光振興協議会　行政区を越えた観光情報をお届け

日置市 枕崎市 いちき串木野市 南さつま市

妙円寺詣り
妙円寺詣りフェスタ

キン・シオタニ展
～絵と題名～

薩摩藩英国留学生記念館
開館10周年記念セレモ
ニー・羽島黎明フェスティ
バル

南さつまフェスタ
ふるさと総踊り

期間  �10月26日（土）・10月27日
（日）

場所  �徳重神社

　甲冑を身に着け参拝に訪れる
武者行列は妙円寺詣りの見どこ
ろです。同時開催の妙円寺詣り
フェスタでは、地元特産品販売
や飲食ブースで皆さまを歓迎し
ます。

期間 �10月16日（水）まで
　　  午前9時～午後5時
場所  �枕崎市文化資料センター

南溟館
料金  �一般200円、高校・大学生

100円、中学生以下無料

　枕崎ゆかりのイラストレーター
「キン・シオタニ氏」の作品展。

日時  �11月２日（土）
　　  午前10時～午後４時
場所  �薩摩藩英国留学生記念館

第１駐車場

　「旅立ちの地」エッセイコン
テスト表彰式や若者たちのス
テージ・地元物産展を開催！

日時  �９月22日（日）午後２時
～午後８時30分

場所  �南さつま市加世田本町通
り周辺

　秋空の下、南さつまの市街地
が大神輿、踊り連で熱気に包ま
れる。

［問］日置市役所商工観光課
　　 ☎ 099-248-9409

［問］枕崎市文化資料センター
南溟館

　　 ☎ 0993-72-9998
［問］薩摩藩英国留学生記念館

☎ 0996-35-1865

［問］南さつまフェスタふるさと
総踊り実行委員会

　　 ☎ 0993-76-1609
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司法書士・土地家屋調査士・税理士による
無料法律・登記・税務相談

相  談お知らせ

0993−83−2511受付時間：
平日9：00〜17：00

　性別に関わらず、どなたでも相談できます。
（秘密は固く守られます）

「家庭のことで悩んでいる」
「DV のことで」
「人間関係がうまくいかない」
「子育てに疲れてしまった」
「ジェンダー、性別のことで悩んでいる」

　匿名でのご相談もお受けします。まずはご相談くだ
さい。

［問］知  まちづくり推進課 共生・協働推進係

男女共同参画
電話相談

　特設人権相談所は、家庭内（結婚、夫婦、親子、相続）
や隣近所のもめごとなど、日々の暮らしの中で起こる
さまざまな人権に関する問題について、人権擁護委員
が相談をお受けします。
　予約は不要で、相談は無料。秘密は固く守られます。
日時 10 月 10 日（木）午前 10 時～午後３時
場所 頴娃保健センター

［問］ 鹿児島地方法務局 知覧支局　☎ 0993-83-2208

特設人権相談所の
開設について

戦没者の御遺族や旧軍人の皆さまへ
「移動援護相談」の御案内

　戦傷病者や戦没者等の御遺族に対する援護や軍人恩
給に関する疑問などについて、県庁社会福祉課職員が
相談に応じます。
相談日時 �10 月 17 日（木）午前 11 時～午後 2 時
会場 知覧文化会館　　
相談内容

・戦没者等の遺族に対する特別弔慰金
・戦没者または戦傷病者等の妻に対する特別給付金
・旧軍人の恩給や扶助料
・援護年金、その他疑問に思うことなど

　　　　　　　　［問］ 川  福祉健康課 社会福祉係

［問］ 鹿児島県司法書士会� ☎ 099-248-8270
　　 鹿児島県土地家屋調査士会� ☎ 099-203-0088
　　 南九州税理士会鹿児島連合会� ☎ 099-204-4080

日時 10 月５日（土）午前 10 時～午後４時
場所 marukawa ホール（川辺文化会館）
相談内容 

① 土地建物の登記に関する事項
② 土地の地籍、分筆、測量、境界に関する事項
③ 会社の登記に関する事項
④ �所得税、贈与税、相続税、その他税務一般に

関する事項
⑤ 遺言書など
⑥ 成年後見人手続
⑦ 裁判手続や裁判所に提出する書類の相談など
⑧ 消費者金融問題、架空請求問題
⑨ 供託に関する事項
その他さまざまな相談に応じます。

開設日時
　木曜日：午後５時 15 分～午後７時

　　　10 月 17 日 ・11 月 21 日
日曜日：午前８時 30 分～正午
　　　10 月 13 日 ・11 月 10 日
開設場所

頴娃・知覧・川辺庁舎の市民係および市民生活係
※カードの受け取りに来られる方は、交付通知のハガキ

と必要書類をご持参ください。
※マイナンバーカードに関すること以外は、受け付けら

れません。

夜間および日曜開庁で
マイナンバーカードの交付や
申請をサポートします！

〇すべて無料！（申請・写真撮影・交付）　
※紛失などによる再交付を除く

［問］ 川  市民生活課 市民係　 頴・知  支所 市民生活係

「ハロウィンジャンボ宝くじ」と「ハロウィンジャンボミニ」発売中！
　この宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使
われます。全国の宝くじ売り場での購入のほか、ＰＣやスマホからネット購入もできます。

発売期間 10 月 17 日（木）まで
抽選日 10 月 25 日（金）
販売価格 各１枚　300 円

［問］県市町村振興協会　☎ 099-206-1001

ハロウィンジャンボ宝くじ	 １等 3億円× 12本
	 前後賞各１億円×24本
　※発売総額 360 億円・12 ユニットの場合
ハロウィンジャンボミニ	 １等 3,000 万円× 50本
	 前後賞各 1,000 万円×100本
　※発売総額 150 億円・5 ユニットの場合

頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111
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米　　　１カップ
水　　　１カップ

袋でご飯と鯖缶カレー

②�袋に①の玉ねぎとほかの材料をすべ
て入れ、袋の上から手で軽く混ぜ空
気を抜く。（※袋は二重にする）

③�袋の中の水がなくなったら、袋を鍋
の外に出して、５～10分蒸らせば
出来上がり。（取り出すときは袋が
熱いので、やけどに注意！）

①玉ねぎは小さめのみじん切りにし、
　カレールーは細かく刻む。

①ポリ袋に洗った米、水を入れる。

袋でご飯材料（２人分）

栄養価：1人分
●エネルギー� 587kcal
●タンパク質� 26.7g
●脂質� 14.4g
●食塩相当量� 2.2g

　今回紹介した
レシピの調理動
画はこちら ➡

❶❶ ❷❷ ❸❸

③弱火～中火で30分煮る。
　熱いので、やけどに注意！

②�袋の中の空気を抜き、口を固くしば
る。20分ほど浸水し、沸騰したお
湯の中に静かに入れて、弱火～中火
で30分程度煮る。

鯖水煮缶　　　　　　1缶
玉ねぎ　　　　　　　１/２個
水　　　　　　　　　50㏄
トマトケチャップ　　大さじ１
カレールー　　　　　１片

鯖缶カレー（２人分）

袋でご飯

鯖缶カレー

❶❶ ❷❷ ❸❸

パッククッキングとは！
　耐熱性のポリ袋に食材を入れ、袋のまま鍋で湯煎する
調理法です。
　災害時、水道が使えない状況でも水が再利用できるの
でオススメです！

災害時の食に備えよう！
ポリ袋で調理する
パッククッキングメニュー

今回レシピを紹介してくれた
知覧地域の食改さん
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秋
を
迎
え
、
鹿
児
島
県
内
各
地
の
神

社
で
は
収
穫
を
祝
う
祭
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

川
辺
町
南
部
（
旧
勝
目
村
）
の
中
心

と
な
る
神
社
で
あ
る
竹た
け

屋や

神
社
で
は
、

10
月
19
日
前
後
に
豊ほ

祭ぜ

と
呼
ば
れ
る
祭

が
あ
り
、
上
山
田
・
中
山
田
・
下
山
田

（
東
・
西
）
の
４
つ
の
地
区
に
伝
承
さ

れ
て
い
る
太
鼓
踊
り
が
輪
番
で
奉
納
さ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
踊
り
は
、
朝
鮮
出
兵
に
従

軍
し
た
山
田
（
勝
目
）
の
武
士
た
ち
の

「
出し
ゅ
つ
じ
ん陣
」「
帰き
じ
ん陣
」「
凱が
い
せ
ん旋
」
を
表
現
し

た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

振
袖
に
花
笠
を
か
ぶ
っ
た
「
中
入

り
」
の
鉦
す
り
が
ねと
小こ

太だ
い

鼓こ

の
リ
ズ
ム
に
あ
わ

せ
、「
脇ワ
ッ
デ
コ

太
鼓
」
が
胸
や
腰
の
位
置
に

固
定
し
た
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
踊
り
ま

す
。
上
山
田
と
中
山
田
に
は
、
藁
の
束

を
持
っ
て
踊
る
「
ワ
ラ
フ
リ
」
と
呼
ば

れ
る
先
導
役
が
い
ま
す
。

　

上
山
田
太
鼓
踊
り
は
「
出
し
ゅ
つ

陣じ
ん

」
で
、

脇
太
鼓
は
鉢は
ち

巻ま
き

に
真
新
し
い
武
器（
刀
・

長な
ぎ

刀な
た

）
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。
腰
を
低

く
落
と
し
、
体
を
横
に
激
し
く
動
か
し

た
り
飛
び
跳
ね
る
よ
う
な
動
き
が
あ

り
、
も
っ
と
も
勇
壮
で
力
強
い
踊
り
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
山
田
東
区
太
鼓
踊
り
と
下
山
田
西

豊
年
太
鼓
踊
り
は
「
帰き

陣じ
ん

」
で
、
鉢
巻

き
に
刃
こ
ぼ
れ
し
た
武
器
を
背
中
に
背

負
い
、
体
を
ま
っ
す
ぐ
に
起
こ
し
、
縦

の
動
き
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
中
入

り
の
４
人
だ
け
で
踊
る
「
衣
装
見
せ
」

と
い
う
演
目
は
下
山
田
西
だ
け
の
も
の

で
す
。
ま
た
下
山
田
東
は
太
鼓
を
白
い

サ
ラ
シ
で
固
定
し
て
い
る
た
め
、
胴
の

部
分
が
白
く
見
え
ま
す
。

　

中
山
田
太
鼓
踊
り
は
「
凱が
い

旋せ
ん

」
で
武

器
を
背
負
わ
ず
、
花
笠
を
か
ぶ
っ
て
い

ま
す
。
腰
に
結
ん
だ
太
鼓
は
固
定
さ
れ

て
い
な
い
の
で
左
右
に
揺
れ
、「
太
鼓

を
バ
チ
に
ぶ
つ
け
て
音
を
出
す
」
と
表

現
さ
れ
ま
す
。
踊
り
は
道み

っ
き楽
と
本
踊
り

に
分
か
れ
、
歌
わ
れ
る
唄
の
歌
詞
は
他

の
３
つ
と
異
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
祭
り
は
10
月
19
日
（
土
）
で

す
。
下
山
田
西
豊
年
太
鼓
踊
り
が
当
番

で
、
神
社
で
の
奉
納
の
後
は
、
勝
目
地

域
の
各
集
落
で
披
露
さ
れ
る
予
定
で

す
。

［
問
］ 

知 

文
化
財
課 

文
化
財
係

上山田太鼓踊り

第
６
回　

竹
屋
神
社
の
豊
祭
と
太
鼓
踊
り

下山田東区太鼓踊り下山田西豊年太鼓踊り

中山田太鼓踊り
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知覧小学校は、知覧武家屋敷や知覧特攻平和会館など、
校区内に歴史的・文化的遺産が多く、落ち着いた雰囲気の
中で、地域の伝統と文化を活かしたふるさと学習の充実に
向けて取り組んでいます。
７月末には、「ヤーヤドー」のかけ声と太鼓の音が響く
ねぷた祭に、知覧小学校からも３分の１サイズのねぷたの
山車を中心に、太鼓・摺鉦・笛などの囃子隊が参加しました。
また、本年度は、学びのグレードアップ事業の一環として、
ねぷた祭りの縁で、青森県平川市にある平賀東小との交流
学習を計画し、７月に５年生がオンラインで交流を深める
ことができました。今後は４年生も予定しており、青森と
鹿児島の文化や自然環境の違いについて理解を深め、コミュニケーション能力、豊かな表現力も高めていきたいと
思います。これからもふるさとを大切にできる子ども、地域とともに魅力ある学校づくりを目指していきます。

南九州市の特色ある

学校教育
地域の伝統と文化を活かし、ふるさと学習の充
実に向けて

  「青森県平川市立平賀東小学校」
との交流がスタート！ 

　８月 25日（日）、marukawa ホール（川辺文
化会館）にて、「演劇の祭典」と題して「県民文化フェ
スタ in なんさつ 2024」が開催されました。
オープニングの勇壮な「枕崎火の神太鼓保存会」

に始まり、南薩地区唯一の高校演劇部の「ＩＳＰ
Ａ（指宿商業高校演劇部）」は高校生の友人との関
わりを等身大で演じ、本市知覧で活動する「劇団い
ぶき」は過疎に対する人々の姿をユーモラスに感動
的に描いていました。訪れた 700 人を超える観客
は、舞台から溢れる南薩の熱いエネルギーに感動し
ていました。

撮影場所：marukawa ホール

県民文化フェスタ in なんさつ 2024
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図書館だより

産前産後期間の届出をすると
　　 国民年金保険料が免除されます！

　出産予定日または出産日が属する月の前月から４カ月間の国民年金保険料が免除になります。（多胎
妊娠の場合は出産予定日または出産日が属する月の３カ月前から６カ月間）
　届出は、出産予定日の 6 カ月前からできますので、お早めの届出をおすすめします。なお、出産後
も届出が可能です。
　届出の用紙は、日本年金機構のホームページから印刷をするか、市役所の国民年金窓口または年金
事務所に備え付けてあります。また、手続きには母子健康手帳などが必要です。申請方法などにつき
ましては、市役所の国民年金窓口または鹿児島南年金事務所へご相談ください。

　＜日本年金機構ホームページ　https://www.nenkin.go.jp/ ＞　➡➡➡➡➡➡

※年金相談は完全予約制のため、事前
に鹿児島南年金事務所（☎ 099-251-
3111）へ予約してください。その際、
基礎年金番号を尋ねられますので、年
金手帳や年金証書などの番号がわかる
書類をお手元にご準備ください。

　〇10月 ３日（木）枕崎市市民会館　第５会議室
　〇10月17日（木）南さつま市民会館　第１会議室
　〇10月24日（木）ちらん夢郷館　専門技術研修室
　　　※相談時間：全会場午前10時～午後３時

移動年金相談所

＼わたしのおすすめ本紹介／

＼わたしのおすすめ本紹介／

お知らせ

知覧図書館 ☎0993-83-4939　　頴娃図書館 ☎0993-27-3311　　　川辺図書室 ☎0993-58-3215

1 0 月 の 休 館 日
知覧図書館　月曜　16日（水）、18日（金）
頴娃図書館　火曜　17日（木）
川辺図書室　火曜　17日（木）
　10月14日（月）のスポーツの日は全館・室開館して
います。

　詳しい情報は二次元コードを読み取って
ご確認いただくか、各館・室にお問い合わ
せください。

　2015年にドラマ化されたことがきっかけで、学生
時代に読みました。下町でロケットエンジンのバル
ブシステムを製造している町工場の社長が主人公で
す。大企業を相手にプライドを持って戦う主人公の
熱い思いが印象的でした。今回紹介したことで、ま
た読もうかなと思いました。続編もありますので、
ぜひみなさんも読んでみてください。
� 田之脇充紀さん

『下町ロケット』
著者 / 池井戸 潤　出版社 / 小学館

〈頴娃図書館〉
10 月２日（水）～ 31日（木）
リサイクル市

〈全館共通のお知らせ〉
★おはなし会スペシャル
知覧図書館　10月19日（土）　午後３時～
頴娃図書館　10月19日（土）　午後３時～
川辺図書室　10月26日（土）　午後２時～

［問］ 川  市民生活課 市民係　頴  知  支所 市民生活係
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南九州市に立地する企業や勤める人を紹介するシリーズ
第６回目の今回は、有限会社かねやまをご紹介します。

シリーズ

立地企業インタビュー
＃06

みんなのくらしを
　陰からサポートしたい

有限会社かねやま
　　営業商品部次長　知覧工場統括　

　　　　　　植
う え き

木　稔
みのる

 さん

苦労もあった知覧工場の立ち上げ
　植木稔さんは、有限会社かねやまに入社して
18 年のベテラン。普段は、本社で営業や新商品
開発のほか、知覧工場の統括として活躍されてい
ます。操業時は、社員の指導で、2 日に１回のペー
スで本社から通っていたそう。「機械や工具を扱
うのに戸惑うこともあったはず。それでも一生懸
命やってもらった」ことで、現在は工場も順調に
稼働し、今や知覧工場は「なくてはならない存在」
となっています。

青果にかかわる多様な商品を食卓に
　有限会社かねやまといえば、猫の手のイラスト
が描かれたトラックでご存知の方もいるのでは？
野菜の下処理やお客様のニーズに合った加工、惣
菜の製造など、青果を中心とした食にまつわる商
品を製造しています。スーパーやコンビニで見か
ける商品も同社で製造されたものもあるそうで、
私たちの食卓に届いているかもしれませんね。

これからも知覧で
　普段は、本社と知覧工場を行ったりきたりで大
忙しの植木さん。休みの日は、特に出かけたりな
どはせず、家でゆっくり過ごすそうです。時々、「リ
ラックスしてのんびりしている最中に会社からの
急な連絡がきて慌てる」と笑って話してくれた植
木さん。今後の目標を聞くと、「地元の皆さんに
支えられて、工場操業から 9 年となった。これ
からも知覧の地で末長くやっていきたい」と力強
く語っていました。

会 社 名　有限会社かねやま
所 在 地　南九州市知覧町郡 307-1
代 表 者　代表取締役社長　杉山　義文
立地年月　2015 年 11 月
営業種目　青果加工業・青果惣菜製造業
連 絡 先　0993-78-4860

 わたしたちの会社紹介
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8 月受付分（敬称略）
頴娃地域

出生児 保護者 自治会
大　財　瑠

る

唯
い

健 麓
蓮　子　　澪

みお

駿 三俣
鶴　田　裕

ゆ

愛
あ

一輝 下門

知覧地域
出生児 保護者 自治会

竹　迫　壱
いち

夏
か

伸彦 竹迫
角　中　耀

よう

太
た

祐紀 ウッドタウン
阿野山　　蘭

らん

朱璃 ウッドタウン

川辺地域
出生児 保護者 自治会

前　田　陽
はる

翔
と

浩貴 今村
長　友　ほのか 俊哉 川辺管内
加　藤　蓮

れ

唯
い

裕樹 仁之野

管　　外
出生児 保護者 自治会

山　田　望
も

叶
か

美香 大阪市西区
兒　玉　美

み

愛
あ

由久 福岡市南区

8 月受付分（敬称略）
頴娃地域

故　人 年齢 自治会
荊　原　逸　雄 83 平丹花

原　田　虎　男 71 麓

新　留　エチ子 77 坂上

倉　村　ヒサ子 80 大川

山　下　秀　子 79 大川

加治佐　千　頴 93 加治佐

知覧地域
故　人 年齢 自治会

赤　﨑　幸　一 69 下郡南

鶴　園　三　郎 91 山仁田

田　代　クニ子 87 迫瀬戸山

若　松　冨士子 90 松山

仁田尾　マチ子 89 松山

山　元　スズ子 88 中木原

川辺地域
故　人 年齢 自治会

内　門　千代乃 101 本町

駒　水　弘　三 63 中央二

外　薗　市　藏 87 大山

　柳　　ヒ　ノ 95 柳

上之門　惠美子 110 松崎

田　中　久　子 97 山添

上　野　和　子 84 田代

内　門　光　雄 88 神殿上

市　薗　スミ子 99 田畑

　迫　　テ　ミ 102 本別府大久保

　西　　光　男 86 仁之野

短　

歌

【
知
覧
短
歌
会
】

朝
獲
り
の
と
げ
あ
る
胡
瓜
ま
な
板
に

　

さ
り
さ
り
瑞
々
に
ほ
ひ
満
ち
来
る

早
川　

ヨ
リ
子

ヒ
ト
の
為
す
幾
多
の
所
業
天
は
知
る

　

自
戒
促
す
地ほ
　
し球
の
身
震
ひ和

田　

春
則　

【
頴
娃
歌
会
】

先
立
た
る
親
に
な
る
年
の
切
な
さ
よ

　

佛
前
に
座
る
息
子
の
姿

郡
山　

せ
つ
子

俳　

句

【
広
瀬
川
句
会
】

吊
り
橋
を
行
こ
か
戻
ろ
か
蝉
し
ぐ
れ

下
園　

悦
子　

時
間
割
プ
ー
ル
開
き
の
星
印冨

永　

三
千
代

おくやみうぶ声

月 差し押さえ
実施件数

内　　　　　　　　　訳 捜索預貯金 給与 保険 不動産 その他
４月～７月 81 70 １ 10 ０ ０ ０

　市では、納期限内に納めている大多数の皆さんとの公平性を確保す
るため、滞納処分を強化し、滞納の解消に取り組んでいます。
◎�納税に関する相談　失業・病気などにより一度に納税することが困
難な方や収入がない方は、随時、納税相談を受け付けています。

市税の案内

［問］ 頴  税務課 収納対策係

ストップ！ 滞納 ➡ ０［ゼロ］
令和６年度滞納処分状況・・・差し押さえを実施した件数 （件）

　日曜・祝日にご家庭で緊急に水道の修繕を依頼したい
場合は、当番店を確認してご連絡ください。

市営住宅の入居者募集

日曜・祝日水道修繕当番店（10 月）

　受け付けを、9 月 24 日（火）
～10月 4日（金）に行います。
※�詳しくは、市ホームページをご

覧になるか、担当係へお問い合
わせください。

［問］ 知  都市政策課 市営住宅係

◆９月の税金は
　固定資産税３期、国民健康保険税５期（普通徴収）、介護保険料５期

（普通徴収）、後期高齢者医療保険料５期（普通徴収）です。
　便利な口座振替を御利用ください。（口座振替９月 24 日・再振
替 10月７日　※事前に残高をご確認ください）

［問］ 頴  税務課 市民税係

川辺地域 知覧地域 頴娃地域
㈱西商会 蓮子水道設備 (有)イセチ設備工業

（会社）56-0261
（自宅）56-4825 83-3735 （会社）36-2775

（自宅）36-0846
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今回は、学校給食を調査しました。
子どもたちに人気のメニューや、学校給

食センターの思いなどをお伺いしました。

お手数ですが
84 円切手を

お貼りください

※ 63 円切手でも
郵送可能な場合も

あります。

20 3 9798
POST CARD

フリガナ
◎ご氏名

年齢／　　　　　　　　歳
広報紙掲載の場合のお名前の表記

本名・匿名・イニシャル

ペンネーム（　　　　　　　　）

※記入がない場合、実名で記載させてもらいます。
◎ご住所　〒　　　－

電話（　　　　　）　　　　－

南九州市役所
企画課 行

File.147

南九州市の情報は、ホームページからでも
ご覧になれます。
ホームページ
https://www.city.minamikyushu.lg.jp/
またはモバイルサイト

スマートフォンやタブレットからも、
南九州市の情報をご覧いただけます。

学校給食を調査‼
心も体も元気に！

本市の学校給食センターでは、1日に約 2600 食分の給食を調理し、市内の小中学校へ提供しています。また、日頃
から地産地消の取り組みを推進しており、特に月に１回、「たっぷりお茶むらいの日」と題して、地元の食材をたっぷり
使用した給食を提供しています。

好きなメニュー

2位　鶏飯
3位　ピリ辛フォー
4位　鶏肉の梅かつお
5位　鶏のから揚げ

1 位 キムタクごはん

給食センターより

給食を作っている様子

（キムチとたくあん
　　　　　の混ぜご飯）

キムタクごはん 豚汁

ナタデココポンチ

▲「たっぷりお茶むらいの日」
に提供された「かわなべ牛のビー
フシチュー」、「お茶ミルクパン」、

「川辺メロン」
▲かわなべ牛を調理中

給食センターでは、毎日子どもたちのために心を込めておいし
い給食を作っています。子どもたちが笑顔で食べてくれる姿を見
るのが何よりの喜びです。これからも安心安全でおいしく、みん
なに愛される給食を提供していきたいと思います！

▲チョコケーキを手作り中

子どもたちに聞きました！
給食で好きなメニューはたくさんあります。毎日、何が出るか

なぁと献立表を見るのがとても楽しみです。お茶やかわなべ牛を
使ったメニューもとてもおいしくて幸せな気持ちになります。

手作りのケーキを提供する日も
あるそうです。また、卒業生か
ら「給食の味が忘れられないの
でレシピを教えてほしい」との
声も寄せられるそうです。

▲出来上がったチョコケーキ
（中にチョコが入っています）

※�10月1日より郵
便料金が変更に
なります。

　84円→110円
　63円→85円
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◆�広報紙を読んだ感想、取り上げてほしい記事、最近笑ったこと、身近な話題などお書き
ください。（広報紙で紹介させていただく場合がありますので、ご了承ください）

◆読者アンケート
　９月号の広報紙の中で、気に入ったものの番号３つに○印をつけてください。
　１　市長の部屋　　２　みな、ひと　　３　公共交通で行こう！　　　４　新庁舎建設だより
　５　全国茶品評会・県茶品評会　　　　６　市長へのメッセージ　　　７　まちの話題　
　８　行政情報　　　９　すこやかレシピ　　　10　地域のお宝探訪　　11　特色ある学校教育
　12　今月の一枚　　13　図書館だより　　　　14　年金だより　　　　15　立地企業インタビュー
　16　うぶ声・おくやみ　　17　街かど探偵　　18　プレゼント・おたより　　19　くらしのカレンダー

右の QR コードを読み取
り、広報紙を読んだ感想、
身近な話題など『おたよ
り』をお寄せください。

南九州市
ホームページからも

『おたより』受け付けます

〈令和６年 10月 19日消印有効〉
当選は発送をもって代えさせていただきます。

※プレゼント品を提供いただける方を募集します。企画課広報統計係　☎ 0993-83-2511 　※おたよりは広報統計係までお寄せください。

ドーン・ワークス株式会社
営業時間　9：00～16：00（自販機は24時間営業）
定 休 日　土日祝
住　　所　南九州市川辺町平山6977-3
電　　話　0993-56-5730

ひぃ坊家

　たかたの命水にはいつもお世話になっ
ています！お水が冷たくてとにかく美味
しいです！そして自然いっぱいの水汲み
場では新鮮な地元のお野菜が売られてい
たり、鯉が泳いでいたりとお水以外にも楽
しみが多いです。地元の方々が綺麗に整備
してくださっているおかげでとても利用
しやすく、月に 1 回の軽トラ市もひそか
に楽しみの一つになっています。
� （ペンネーム　はるすけさん）

　今回初めて娘が、高校で「知覧ねぷた祭」
に参加しました。「ヤーヤドー！」の掛け
声をしながらすりがねを担当させてもら

いました。汗だくで練り歩き、今まで体
験したことがなかったのでとても良い体
験をさせてもらいました。私も初めてしっ
かり見させてもらいねぷた絵のすごい迫
力に圧倒されました。娘もとても楽しそう
で「来年も参加したい！」と。私も楽しみ
です。� (O.A さん）

　街かど探偵が地元だったので、読んでい
て楽しかったです！
� （ペンネーム　ましゅまろさん）

　おたよりをお寄せいただいた皆さん、ありが
とうございました。気になることや紹介してほ
しいことなど、皆さんの声をおたよりにお寄せ
ください。お待ちしています。

※�文章は添削させていただく場合があります。
ご了承ください。

編 集 後 記

　広報紙を読んだ感想、取り上げてほ
しい記事、最近笑ったこと、身近な話
題などなど、何でもけっこうですので、
おたよりをお寄せください。
　84 円切手を貼ってポストから郵送す
るか、市役所の各庁舎に設置してある

『ご意見箱』へご投函ください。
※ 63 円切手でも郵送可能な場合があります。
※ 10 月 1 日より郵便料金が変更になります。
　 84 円→ 110 円　63 円→ 85 円
　また、ご提言やアイデアなど皆さま
の声も『ご意見箱』にお寄せください。

点線に沿って切り取ってください。➡
（官製はがきでも可）

プ レ ゼ ント& お た よりコ ー ナ ープ レ ゼ ント& お た よりコ ー ナ ー

　川辺の湧水、知覧のキャベツ、県内産の素材
にこだわった餃子で、さっぱりしていてぱくっ
と食べられる餃子です。

ひぃ坊家さんより

『黒豚餃子 60 個セット』

おたよりをくださった方の中から、３人の方にプレゼント！

　台風10号による停電で、エアコンや扇
風機も使えない事態に、体調を崩された方
もいらしたのではないでしょうか。拙宅も
2日間停電し暗く寝苦しい夜を過ごしてお
りましたが、深夜に突然復旧して、安堵し
ながらも、真夜中まで復旧作業にあたられ
た方々に感謝することでした。� （朝）

30広報 　令和 6 年 9 月号



2024

6,700
（セルフ・お食事付き・税込）（セルフ・お食事付き・税込）

有効期限2024年12月28日まで

【広告に関するお問い合わせ】 知  企画課 広報統計係
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点線にそってはさみで切り取り、冷蔵庫やコルクボード
などに貼って空欄に書き込むなど活用してみましょう。

日 月 火 水 木 金 土
9/29 30 1 2 3 4 5

母子手帳交付（頴娃）
9：30～11：00
頴娃保健センター
行政相談
10：00～12：00
ひまわり館

母子手帳交付（川辺）
9：30～11：00
川辺保健センター

行政相談
10：00～12：00
宮脇地区公民館
13：00〜15：00
上別府地区公民館

6 7 8 9 10 11 12
こころの健康相談
（要予約)
13:30～16:30
川辺保健センター

育児・健康相談（頴娃）
10:00～11：30
頴娃保健センター

育児・健康相談（川辺）
10：00～11：30
川辺保健センター

13 14 15 16 17 18 19
第15回市民体育大会
8:30～12:15
知覧平和公園陸上競技場
マイナンバーカード
交付・申請受付
8:30～12：00
各庁舎の市民係および
市民生活係

スポーツの日 母子手帳交付（知覧）
9：30～11：00
知覧保健センター

母子手帳交付（頴娃）
9：30～11：00
頴娃保健センター

マイナンバーカード
交付・申請受付
17:15～19：00
各庁舎の市民係および
市民生活係
心配ごと相談
9：00～12：00
頴娃老人福祉センター
母子手帳交付（川辺）
9：30～11：00
川辺保健センター

下山田西豊年
太鼓踊り
8:00〜（予定）
竹屋神社

20 21 22 23 24 25 26
行政相談
9：00～12：00
知覧老人福祉センター

育児・健康相談（知覧）
10:00～11：30
知覧保健センター

27 28 29 30 31 11/1 2
第29回
小京都ふるさと祭
9:30～16:00
知覧平和公園自由広場

母子手帳交付（知覧）
9：30～11：00
知覧保健センター

市立小学校
陸上記録会
諏訪運動公園

10月　くらしのカレンダー

※背景が黄色■の病院は所在地が市内にある医療機関です。
※ 枕崎市立病院（0993-72-0303）　小児診療（10：00～17：00）枕崎市医師会サイトでご確認ください。
※ は指宿市、 は南さつま市、 は枕崎市にある医療機関です。
※休日当番医は変更になることがあります。県医師会サイトでご確認ください。

県医師会休日当番医

10 月　日曜・祝日の当番医 ☎市外局番（0993）

６
日 （
日
）

上原整形外科クリニック［整形・リハ］58-3077
指 　いぶすき内科 ［内科］23-3239
南真愛病院 ［整形外科］53-7112
南阿多病院 ［精神・内科］77-1211
枕サザン・リージョン病院［内・外科］72-1351

13
日 （
日
）

南薩ケアほすぴたる ［内科］56-1155
指 　福元医院 ［内科］22-3053

はしぐちクリニック ［内科］58-2222
なかやま脳神経外科 ［神経内脳神］53-8282
枕崎市立病院 ［内科］72-0303
小原病院 ［外科］72-2226

14
日
（
月
・
祝
）

松岡救急クリニック ［内・外科］78-3789
きわきクリニック ［内・神］58-7300
中村温泉病院 ［神内・内・消・胃］38-0046
指 　幸南クリニック ［内科］25-6090

神前クリニック ［内科・肛門］52-7771
加世田シティー内匠眼科 ［眼科］53-2958

枕茅野内科医院 ［内科］72-1006
枕尾辻病院 ［外科］72-5001
枕神園ひふ科クリニック ［皮膚科］73-2121

20
日
（
日
）

菊野病院 ［整形外科］56-1135
指池田診療所 ［外科］26-2101
指橋口医院 ［内科］35-0022

県立薩南病院 ［外科］53-5300
加藤小児科・内科 ［内・小児］52-2239
有山内科 ［内科］72-5811
サザン・リージョン病院 ［外科］72-1351
ウエルフェア九州病院［精神・心療内科］72-0055

27
日
（
日
）

川辺生協クリニック ［消・内・呼・循］56-6111
指小吉胃腸科クリニック ［内科］24-2011

大迫クリニック ［内・胃・放・循］63-0051
金子医院 ［内科］52-2730
国見内科医院 ［内科］72-0066
小原病院 ［外科］72-2226

QR コードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

子育て広場（参加自由）　時間：10：00～12：00
■ プッチランド　10/1、8、22、29（知覧地区公民館）　■ 地域子育て交流館　10/3、12、13、17
■ 子育て広場つみき　10/4、11、18（地域子育て支援センターつみき）
　　　　　　　　　　　  10/10、23（利用者支援センターつみき）　10/25（薗田農園　10：30〜12：00）

詳しくは市ホームページを
ご覧ください。

イベント情報を
市ホームページや
SNSで紹介します。


